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一恵r刀音　　　　　　　　　／回生　大原　武久欄4上

磯化合のl′ファーム〃を渡ろう　　8回生　食弁　政孝－49－

気のおもむく富ま　　　　　　4回生　芦田　崖底鮭嶋50－

』読左謎仇′昇平等謎桝ノ‰ヶ定ね五飢

「醜絵化学展蜜の堅いたらの寵．

癌　て、′ぷ　一二

耐田　卑三一52－

上、・■‥∴工　‥・1

練　馬　部

健　康∴新　一

岩　崎腋一郎

大草のあり方とか、自活合のか＝牙とかにづし、て、し、さきか竜く

濃りだったが．思わ拍痔に義気して履こんでしまったク寝こんで、し

まってつくづ、＜思えること成．人前なによりも「健頑芳一」で、ある

といろことである。幕し、暗には．元気にまかせて、「塵喪芳一⊥で

あるとL＼ろことは理くつとして令かってし、ても．体諒として法令か

l‖こくし＼ものである。

とにかく「健康⊥を丸印にすることが′すべて¢兼本である．

丁度寮才一」。これがこのたびの啓感である．（3・ス／よ　き．）

l一一二1－

㌢



∴＿、ごこ
、■

■－・ノー▲ヽヽ－一　丁、－・　＼

、一一　‾ヽヽ＿　‾、＿　　　＼

I

融●

∫苧【‘乳J
．遥こ、

繭　冬∴主壷

．÷・・：、i・　革

家宅の陵線に感え切った賛党が象ると　影貰い肇に鷺を硝子と透し＼て

無象膚な東風がよぎる度に

それが碗発願の光を腐ってノ蚤らせノ験郭を賢わ法るク

ー何時よりか乾かず眺めているとノ　寵えす増分が大腰一にLが乱ついていたり

その乗が罷い隆Ijて啓席の正恵髪吹きつけるのでばなし、かど靂　象っていた

それはJ古豪ではなかった。

首巻の成し＼触らし、に席岬麻吠えて，無象席な大鹿‾のゆきぶりにじ、っど耐え

ているし、じらし之にノ　ース綴女ら妻蛍えて平手で勢し、よくJTつと

その大鹿は観余したようにかてっくさ乱て惑ってし言う。

ほ∵つとして今山慶宋上げると　誉れはは軒に凍しきにとtjつかれた嵐で

どうしょうもなく戸番った挙句、じっとうなだれていた∴

「馬鹿な塀だ。あんな勘＝あわされてもまだ一一一一一・。」

橋蜃い友人に背かれた入坑‖℃官　軍凝な曙立ちから嘲ってしまった。

初冬の厳しい自然の遊影が　執成にぶ＼てつくされこせj亡を嘲ケ

一人の努の音に拡畝つくと

気まぐれな翳のややさかさが′療病なその努にも超がて怒らせてしまう

灰色の嵐に登まれた．革無し＼友人に肯かれた人の心が

蓼魔に心尽きた腐億肴の空洞まで吹き波けて　女】Gを嘩胃う留太さを

凝磨きセてし言った。

贅忘の綾線に培え持った確発が走ると，如冬の厳しし＼造嚢に

書し、過去への葡萄を縛れて，弘は乳類で報いる夕日二

壕かれた人への威ノ海を知らなし、．
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二一十‾一　　二車一一・一′、こ∴

監月チェーンの商簾異の人が更えて、級に邁官してし＼る私に，何か＼研究の

害し＼虫を塞いて莫れとか車で′　牽蕗書きはし＼やだが′　賽‖まうれしいのて＼、

泉詩した。今引去東栄道都からノ文化祭の茶室に虚トけ奄短碑に何かかけと言

って昇れるしノ鴇強靭では償例の竃女との金属耗敷金に虫寮と求められてし＼

る。不可か春風が吹きぬけて行くようlニ習えてならない．ヒ嘗うのもノ　逗首級

の研究の連絡に一寸つづけて常夜へ忠言±ら「温亀したものが未鰊たらしく尊

慮へ出入りするな」と，さる韻からきつし＼お達しを受けて∴研宅の継続にも

不嶺麗し文，寒々としたものを感豆ている弟からでもあろう．世の中はなか

なか面白いものそある。誌がつし＼乙れZ車わけない。

・！∴．‘

こて血涙ム止れ打ふ岨ぶ軌と嘗うま賓があるがノ牢を喰って見る
と，この竜寮の東啓は，ギリギリに塗ってくる。若い時はまだまだ，兎があ

るわいと憩って宗たがノ／∂阜ヱ0葺の短し、牽．′藩の大切壬が易にしみるク撮り

適って見ると，若い頻は先が見えずノ色気が多凪ぎて∴何にでも与を出し′

免の蔑みたし、な，ころころと少きくまとまっ丁ヱような仕事ば、かUで逸ぎてし

きった。しかし衷嚢を直覚す呑気馬ちだけは、一貫してし＼たと見えて′　二十

獣蚤前、二の撃枚に未たときにう＼つと思った「蚤i孟河故桑ばかり喰べ為の巧＼」

と言う葱にもつかない，何語をずっYビし、て温めて莱たら，今になってノ「ひ

よっこ」が堕れて凍て′　これが私の五才色刷鬼と貰う事になってし言ったク

金銭化学や萄戚化学を児当してし、た私は、このような同題に済南を書ljく琴に，

昏奇態易で可qlj混乱を啓じた，しかし塗物学と化学の中旬の谷淫狛二置かれ

てし、ゐこか珂苛を衝猥するのは、化学をやっている習合より他～こなし＼とまう

まちな使命観就たし、なものに捉えられてし＼たらしいのそある。

よ中畑ひしkとまうものは、ニのようなもので・幼魚闇の子味でも希えるよ

うな印愚（この車には蔵本的なものが包まれているが）を何かの凝会に　と

養えて′　忘れら代ず】生をかけると琶う場各1卿卑し、のである。そしてこの内

には産知れ冶大きいものが潜んでし、呑。それだけに研能も容易でなく，音か

ら吉う選と艶とJ最で鳩目ごり温く事が大男で′　瞥さがあると太東ないことであ
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呑。モガしだから，賓の覇には

j宕肌肴の氷雨にぬ奄）替かな．

と，百分のあわれな蚤ヒ一滴の夜空そそぐ）易蘭髪幾度か輯えねばならない．

しかし「ひよっこJの生れと時の喜びは大飯なものやある，たとえ浦島太郎乱

たし＼に．かたを間し＼丁二℃たんに白鷺の希となってもノ　尊は乾均まで涼がってゆ

くごあろう，L石色刷打ぐと葛クものは文，委棄生見っめる愚凄ささえ矢な

わなければ－　たとえ兜の常夏たし＼で′－一つ－一つが何のかかか用なし、かに慕

える仕事も∫　最後には丁度囁碁の聴て石みたし＼lニ生きてきこ大きくまとまる

こともあも。初めから．ニ拙よ毎分のム擁冊γ火ヒてるのだときらんと計

画を立ててやつと場合は棄外小さは仕事しか永末なし、もめである。ヒ奮ちの

は，計亀は毎食の後藤とノ′卜きい預砧の葡萄を虫なし＼からで、東本恵唾力天

三は堅めなし＼ウ　ニのように巻いてくるとノ　何だか息が大きし＼枚挙そ、もしたよ

うと専い上ってし＼ゐみたいで後噂が零し＼が，これは葛こんが艶に知ってし＼ら

軋む通りだから，葦原はしなし＼ク　巧と柵畑二も太小轟々あって封′＼鷺であ

る巨賓の大小にかゝわらず一女かけた杜尊にぼ、いグれも寒逢したものが患

える。それをお伝えしたまでである3両し㍗習うには、膏が電荷軍か⊥阜

神郷kヒなるべきも、のを各町こし、と駕ろことであるゥ専門的な頚でもよく′

又人里￥は何ぞやろ同数でもよし、ゥ　琶琴を鼠っのる愚凄さがあ机ばよいので、

ある。人の虫入お気にするような暇もない磨、充零してし＼る審であるや

鰐如け、ノノ、ヱ上　　　　　　　　牽肴は前線鰻学部長）

〝弟、じやつの経巻とのLで芯『

4回生　寺田填

厚の上や島貫だ森で、あるか′十二胃ともなれば寒い兄鼠が、桑にしみるし，

更に京都薄荷の露命えが衛の鑑まで漫み濠あ。大嶺Ijの街洛腐一こしひとときの

沐毅もなくノ　ー凝一武と葉をはが、れてし＼＜ようで・何となくさみしい。塵観の

敷、観書の秋．芸衛の双も螢ぎ去l上　兼クに硬さγしても＼るがま食欲の淡くら

し、のものであろう。

食欲の水と言えば、十生協のXシ類が＿牽ぐ円値上がになったのは金く心外

であるさ　その値上げの硬宙は人軽費七か．椅渡来のせいにしているようだが

叫5－



従来の孟）で・も佗の大学に叱ヾぞ尊くはなし＼のだカ＼ら／、表号にならぬ硯lト積

上げ’るすす込啓はない。曽新監督的Yしない組合という観点から云えぼ，ぜ覇

㌦取の物価の値上げに梗寮するのは全くけしからんことである■，胃完会も攣

外のデモやストライモにばかり気を預られなし＼そ，こういう方面にも気と敵

ってもらし、たいも′力である｝食欲の水なんて首鷺がっし＼虫て東ヒのぞ、】つい

凝直に蔓れてしまったが、やし歌なし＼。

富衛の敢ヒいえば、，桑動ま面匂い幕藩が卑し、∴乳糖‥菅拘蚤働牒それであ

る。′′永仁の壷。にまつわゐ習練は紆喝にも浪手ヒ報直⊇れたし、まだ寵膚

に狩ってし、る；Yと落ち・ごく最近で、は藤山蓉一群丸貯苛の軋ノウ㌧一心の作

品〝ケ甘像′′　の庫日付あるク

この年富i二田しては少やエビ、ノートがある．

二の作品は川崎市のデペ」卜や閏かれてし＼ヒ簡日新覇を庵の高率莫紺帝で

蘭新車に姦まれたものそ、和製んノモンの杜鷺で癌ないかなどと勝手な感動が、

なされた毛のどが，その綬し、くら経っても発覚きれなかった，蒸ム氏射官旨

め議外衣虫を聾肌て、その作品生面孝芙新館へ寄付する旨を新軌二糸属した

。ところが誉れが蝿の破瓜了に届いたのかどうか分らなし＼が，敵もなく常寮

駅でトラップの符合から痛感に緊急された。

これで蒔席何首下司もする各符がもとに替った男だ小ら毎柑舞武功は
ずなのだが，そうはし、かなで＼った。蒸山王んはいやしくも窮会戦萌で、ある。

杓茨轟くj早急適孝養蘇餞へ寄贈したっ象幸に作品も添寒貰紆髄i二研け了寄贈

嶺クという尊顔の葛も凍印も了った，ところがたまたま患永鰐最が亀面の汚

れを私クてし＼ると、どうもJLノアールの筆蘇らしくない息が免叶った。さあ

こうなると屠り一夜巨ブヤーナリ舟ムに凝り＿司れている療ふきんのこと、見る

暦にあれこれ及ひれを舟けられて新同産誌に簸塵≡れと。ひど、いのになると

詐欺将の悪くに番いてし、む虜別紙もあったらしし＼。しかも私意春永のノ描写

に巻いてし、る離山ヱんの竜によると∫　色合ご塩素顆そあると捨じていたよう

そノ　各席回婿の為に薇底的に真贋を瀬ヾるつもりらしい。いずれにしてもそ

針後どのように鎧論コ鶴仁の刀＼は知らないがノ　もし　この′絵が盗まれてし＼なか

ったならばノ項助そぼないかなどと敵われるこどもなく，敵心電一郎氏の砿

蔵物とな／）てし、たた畳し、ない。

菰東夷衛工書笛には贋物が掃きものだが′我や凡人から晃れば、ノ　腎物の潔

声で本妙より支浪な壕各だって嬉々にして有り啓ものきある∴否専門家の曙で

饉てもそういろ瘍各は有り曝るっ　賽物が官物と穏本約に鼻息点は嚢物はそれ
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水師年やあるということであな。鼠塀けが豪いとか，立強であるとか　うこ

とだ、はないき創作で、あるとし＼う姉に富紆作品としての妬ス各もあるわけで、ある

思うに∴賓術工家晶久真贋を鑑定了るのは大麦致しし、。紙幣の観象なら．

いくら椅巧なものでも一　よく温恵して比致して寂れぼ、歳々にも裏表そうだが

（もっとも山万可札ともなれば、ノ　ほとんど、お官に掛ることはなし、巧、ら曙1堅め

確りではない）　真物が鴫一つしかなし＼貰衛作品で・滝、よ格で芝の作竜に璃

適してし＼ないと鑑定虫秦るものではない，下手をすると愚物がいくつも現れ

たりし承翰なし、β　しかし兜や禽各人から云えが昌町膏す．嫁には河ヰ万唱も

する稚苗の夜戦が比率麿各値で手に入れられるのは全く清浄いことやある〃

票二・・・、、∴二・二．・二・

三・マー∴

垂剥が、

′作品

奏した

．常常

旺項は草ら碑象亀がもて澤メP蔓れている凝ゼボノ　冬くなでかわしいことで

あ之。1頓もンヤクシも滴象嵐である々　まだ一人歩きも虫寒ない席な蘇ん坊か

め．し、い乳をした大人まそ瀾象轟であるタ　それ水食てま衡作竃とくるからや

り打れなし、ウ　ニ三笠嘉のことだと容うが，〟やたカ、bやん〃だったか河ぞっ

とか怠れたが三、すの引更の与野し＼た絵射顧慮が高層星で・覇外れたことがあるJ

悩奇才だも子捲って罷ヒ行ったが′押すな押すなの人功渚そ，天爵風で、あった

「なる怠立漱な璃豪商である。色彩も登竜ぞすぼむLL、しノ　そ鋸車が碑がと

した賓簾は常人の嘉凍みものぞきまない」などというのが態詭インテリ尊．ノ吊叱

．・　・．．・＿、・・∵＼：一　　　・二、・、二二　　■　　二・、・、●　■　．、

こ何ら逐酎まなし、。それどころが三芳にしてこんなものが撞けるのどから大

したものそある。もっYも大した貴通息というのほし＼づれも　ノ′何∂ことか簡＝

■　　■　　　　・　　　　　、・　一　　・、●

地象画ろ患取禽とし＼えばノヾフ＼、ロ■　ピカソ否めるエビは軍治のない姉である

。とこ∵わでピカ＼ノば′トさい時からあのような凝教義を蒔いてし＼ためではない

、ヾご、、∴・二一、－ト・　－∴、日、・　　こ●‥こ　．、－、●、・・、∴　γ　′　＿　・‾∴＼■

親しんで奉たク　その曽醇（／紺　峯代　官等棄主義の時武でもあ上　ルノアー

ルなどの印象我が全盛を奪ってし＼た賠鳩でもあったク赦ッてどれノも当時は

誓東主義のし＼わゆる盲輿歌に巌写る絵を播いていた．しかもその才一＼パヾ、、ソ

ブスな盲梁敏の作品で蔵琴の院覇逐電でてし、た。循ゆ　7互斉か境の種苗に′ノ

コスタレス民の肖像′′とし、うのがあるがノ　芝の花札ばノ学才の少年の花冠と

はとても着えら往ないものがあ葛ウ　ニの作品は河鹿嘗啓の魂戒だ界美東金展

の車ヒも高儀きれてし＼るカ、ら．項疎ある首は見て頂きたい。

－7－
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ピカソが桝口挽改良Cfの首へ巌屈したかは，我々軋人の瞥リ知らぬ声斤で

あるが′磯が血kAノ正の忠敬者であリノ　硯才畑二大きい影響をもたらした天

才であることには間盈いない。もちろん接のノ代品の合てが健棒をある†つけで

侍ない。殊、作も深山あるにちがいない〟　しか　根が偉大な天才であれ　瀬島

である萩に駄作も一報には、奄専門家の㈲ぐさえも靡作として坂叔わ才㍉　途

方もない確汝がつけられていることもあみ〟　これが魂象亀の二瘍各には尚更で

あるク

話は瓦亡友・る劇㌧三才の轡鴬が慮いた絵が芸術であるなどというの唐音姫

に讃する等香である。．奉人にしてみれば審書きのつもりか7　それともおやじ、

から婆と絵葵を与えられたので種とl去なしに紙の上をこすってし＼杏のカ＼も知

れない。′′あっ寒く外へ蕗びに行きたし＼なあ〃と尊し＼ながらし＼やいや撃を馬

っていたのかも細れない。哉し＼はたまたま顆のそでl二つし＼た絵㌧異が鮫の上を

養ったのかも知れなし＼少　こうして永賽上った色付きの紙をいやしくも腐象亀

な1㌢どし＼ちのはナンセンスである。それより本人の〝お醸しよク　のあとを甥

・・・、　・・、　‥　〟　で・　二・、・．∴－：・・・一、

小さな可蓉いい写朕．ヵ瘍合怒らまだ繁もないがノ　ー人前の若者や′　いい年

をして頭のはがたおやじがノ　手足や勇体に義や絵契髪塗りたくって　大でな

なでた級の上をかたうわ薗リ，そのば竹脅かし、汚れた線が富循靭作笈とは巻

く度数の沙汰そある。つい蚤淀テレビでj千曳さと枯れたのだがノ　スタジオ一

両を覆うような大きなアん手旗変射った衝立に．コマンチ窟ヤアノぞ、、ノテが顔

萄けするような洛鰐の二人の若者（六本木夷とし、う連中である）が大きなマ

サカリを撮りかざしてノ　奇声を乾しながらそ勿大きなアルモ接を切りまくる

－一一一一一一一これなんか全くの気違いである。更にこれを富東などと放嘗する

に至っては何毎か書わんやである。

これらはし、づ、れも行竜を藩と吾うんだそうで、あお。

現据人はとかく新しい刺激智東めたがる傾向が夜い．それをマスコミがい

い裏金に刹爾して，このような事態になったのであろうが・この痍な渓葛が

し＼づ息も続くとは考えられない。少くともそう考えたくはなし、8　人軌まそれ

羅馬鹿きはな㌧＼申だからJ　車世の終りにルネ＼ソサンスがあったように，やは

り右奥的な亨筒へと．移行していくのではないだろうか♂γ史はまたくり渡す

とし、う有各な書寮もある．

以上は筆者何人の芸紆観が魯かせたもので）漆人は勿論言軒家でも扁でも

ない．℃監多少絵に頃味がある〝義範なる良覇者の卵〃である。もっ￥も無稽

纏であるかも知れなし＼ク

ーーピー一一
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兼∃　宅・金　吾

十一胃の励め逼ヰ大学で覿軽挙患がめつヒ。私の研究室も全署これに参和

す急事にし痔急竃鳥に凝った。東リ嘗小な近江の野を走り紅葉す筍親r竜一の

埠セこえ終審の軌二人′フた。しばらく7’るヒ素近間通力た日本一毒し、比健ト

ンネルに入って行った〃今注はあ息ぎあえぞ’迂回して行った注隆の曙軒を庵

か十五・六各の煤塵なるエンジンの管を残して竃鳥は通り収け竃的の慮貴の町

に滑る顔に入った．

比のトソネル内で色々な事を考えた．今春を固守く守る人達と多くの琉栗

を頗礼こ誠実の韓日ニ比軒を通って行く。しかしこれまでは葦丸ぼ鼓し、哀し＼療

鷺の歳胃であった．そゐ車で私は多くのさえぎわれて憂敏も盤莱なくなった

醇，恵塞夢中で万筍も知らず犠言寄をJTち下してし、たd

多くの謡は虚しし＼考と鴬い火花を散らすだけで軋二消え去ってしまったク

督先考億以来ニ＋賢、回象の発光を晋みて膚繁々塵やして隠密肴として参

加した天平津戦争は望鉄の帰感とは言し＼ながら簸概な敢由こ終り梢賊と替枚

に象って嘉た。終固先生や範尊重に扱く払えて頂きしばらく喪をやすめと。

教職の苦しし、隙であった。田本車は溝監喜±絶ってし、たっ簡まれては私立ヰ

琴鬼の款塵ヒ立った肇もあった。当落の私の希肇は－琶利の葛巻導枝の敷糖に

なる事と工鴬なぞる肇であった。その塊に今の学最の協努京都等教練専門哲ヌ更

の教．崎になったのはこれから－軍産温してし＼た，

、兵隊囁tjめ老若学生達七草をかじり′　菜をし、こして化学の葉酸をしたのも′

斉しし、事由の㌦つである。地嬢に敵将としての赦悪寒の安達をむさぼってい

る略に琴勧改草の地帯がやって笥た。一頭的牒‖二土深く窄まり漆の包宙を焚

ってしまったク人々の帝ってしまった寒療棄てたゞ一人ひそかにべ、リアマン

寒暖計を眺めてい奄うちと多くの威勘言渡ぎて行った．蚤はこ，三人の皐諭

をYあちらこちら芋凝りで部硬い塗にノミを新鹿けてし＼た♂ある簿はかすか

な光短篭めたク　この先を頼りにそして多くの最ある八達に助けられて互にい

たわりながら渡んで希ったク　ある日物質と菟曙やく花嘆き乱れる嘗膏に虫て

煮た。何日硬れることも知れぬ塗が被れたの浸。執二着難し＼経療宜しだクそ

して今確かにトンネルは頂けたのた。そして曙の前に広家々とした貴司の茨

－9－
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野が宏がってし＼る。そしてW人でも多くの人達に比の景観ぎ楽しんで充分な

る麟度を埠て頂きたし＼と等う夕

霧を息は富鉱として比の美しし＼鳥帝のW竃にたゝす、んでし＼る。そして草な

き嵐の声を蘭し、てし＼る。トンネルなもっと砿tヂ汽車を通せ舟　そして多くの磯

から束る人に侵豆を与えよ，高額なく芸なく掻き直って乏して寮も葵しい観

に天幕を罷り嘗項の主人となれ．

又郡の声がする。嘉は環海の魂を失ったのか、又及東宮として穴のあし、たト

ンネル1二束だ観竜があるのか．

竜ヒ厳しし＼声が簡えて来るク高額の同いは人の知ら埼氷雪の山敵が亀膏にも

琶なり合っている．お前の人生の円盤に－濃を与えた大濠はすでに等LL＼永

河lこ立轟．っているり　お前は戦う肇営忘れたのか。

今泉は確かに衷れていも。関るし＼光に眩尊王れて正しし、判断がつきか拘る

今、轟、はず畝に動いて竃し今方向を罷ったならば多くの人々に測り知れ泊横

矢を与える学になるだろう。

今渡久し及Uにある会務に虫た。亨句を預った老醜をまわす人々を見て昏載

する尊，談に切要なもの甥ヾある。

窟索の菅谷が等冬って研罷隻の入廷は垣嬉州に私感、けたが鬼は蘇河の都島で

嫁希、乗濃＿針山㌢越えた。亀山、官用、白鳥尊名の姐く紅東の水の夷しい軒

であったク今は窟浄なゐ毎一色の世帯となっているであろう。

京　名匠　め　く三　L」

1回生　服　部　回　鼻

音郡の学級へ行ってし＼るのに京籾はゼこも知らなかったク　牽鹿と家との問を

覚圏に往促してし＼る轟軍だった。怒日東項の八に膏都へ属官温っていものな

ら寓郡を一恵寮内してほしし、ヒ養われて因ったク大領ヒ生れて以来産んでし、

Qのに丸裸をあまり知らなし＼とし＼ウニYを蒼見ると別に不意勤まなし、の控が

失敬にはたし＼してお祈とか繁簡とかまうものがなし＼♂それに比べて義郎は観

蒐野市だ。というりけで嶺蓮と二人で義郎宣まわってみようとし＼うことにな

った。東陽：清水寺以外どこも如わな乃＼ったのでとりあえず有名なところから

ませつもことにしたク鼠亀ノヾスなんかで∠行くのは簡旨くないし町の名も襲えな

し、のご把暦聖二しって市哲や肯バスで丞千く二七二にした．こいわい箆棒のときに

もらったバスの切符があった，まず寮初は孝客碑宅に菌っ七夕　三森で降りて

牽いたのどが急啓は予礪外に大きかつた。手前¢鷹に立ってずっと覇うの乗
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の乗

塗りの由実門をながめるピ気分はそう収j二なる。明治賭場に乎妥塵都ノ／β∂

賢を飯倉して乎蚤京大閃電の寺⑦濃磯で勧凄したものだが観光闇にこれだけ

のものを作ったのだから礪宕紋有も察し＼打った肇をしたもめだ伊　南六円とい

えば更瞼・の乏し＼卓二嘗めこんだ短観が左目ぎろがなヾら頭髪もたげてくる。庵六

円の火災をめぐって塵良k湿身が牧寮から温けた習練だったク　しかしこの円

¢前に立ってその簡彩をしの烏ごことはできなかった．あまりけばけばしすぎ

る．この円を入った正面の大砲殿．とそ¢左右葡涼にあか絡喝は常を菅．緒ノ　頓

狂自棄と呼ががその彩色は墳寮の木々の額と対妹的石、あり均整がとれてし＼て

寒し男＼った。ボ親患容が多すぎてL、やな啓じだった。芝の督彼にある碑筏は

玄大な憾螢忌哀感となってし、て馬頭の栗林公蘭などに似てし、為。濃艶泉一拍腎

のせし、カ＼とても静かで人影はほとんど鉱られなかった。番の戌賓鉾は腐敗の

像薮な準と薗巳合されて棄癒しし＼だろう。茨は市電美嚢って餞顧寺へ行った。

京都の市電は寵充客のためにあるようなものでこうし＼うときにj更利だ∴古ぼ

けた山荘と小笠な党。‾義務はこれを作るのにだし＼京寒屈伎したのだろう。餞

賓は㌦攻もはることがでで電かった。嘗町薄荷の寮敬老象徴してし＼奄ようだ

った。裏表菅にみられる「わび、了さび〕の欝碑がみるような気がする。二んど店

請直物感に覇った。沌大層各席というところで簡りて加渡川ぞい1二歩いたか京都

の）申去きれいだ．大工場があまりなし＼せし、だろうが天頂反の岬とは比べものに

ならなし㌦，患くよどんど長日などを乳竃と命くし＼′やになる。ぼくが大筒の市

長だったら′′）埴それし、にする隆観′′をするのだが。薄明魔のや塩素矧二嶽

あわす駄底的な浄鷺があかれていた．乱し＼形の温室は棄洋一のリーつばをもの

だ。この中に入るにはノ＼園紅のほかにXrO覇取られるしカ＼げになっている。

近武的なやり方だ，ともかく靖やしい官先のもとi二ヒ哲の花が疾さ乱れる髄

鞘芸首鼠の弱の虜に盈いないク　ここを恵てから鳥丸豪産までし＼つて市電に寮

つ乙から最新を落した革に気づいた少　あげてて引き返して芝生の上狛濫敬で

三がしてし、たわ女子高放生の御五人痩れが桑・つてしヽて後カ＼ら良いかけてきて

事象してくれた。ほっYすかやらうれしいやらで、お礼に「虹くそ、お茶で、も

飲みませんかj Yでも竃いたいところだがヤめた。長＼ところ最各がよくなか

った．貴職は金蔵寺。あまうど、タ督′乞勿び、て輝いていてそれが光のJKにうつ

り本名を余剰殿という三膏の線が帝かに渾ぜ上ってし＼た，芯磨き0年は貫目こて、

きたにせもカだが東郷はこんなにビカピカしていただろうか。にセもの⑦脅

し、雀の車官から正奇がなし＼。とにかくタ盲目二輝いてし＼ゐとこ狛よ叫葛印象に

舞ってL＼呑。光は塵慰寺より竜大きいようで合確約に開放純な認じがしたや

上方や可つたのに最知港えてし、た毘夕卜八と出会わなかったし寓を守るチャンス

一日－
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がつかめなかったのは環食であった。

学生運動￥自治会活動

之回生　逸　見　　弘

／之胃3日qGGGの各局クラス東鶉が「天骨濠⊥「学内民主化⊥とし＼うテ

ーマのもとに開かれたが（凍悉ながらG濁乾の出席はなかった）e言ヱ回生の

秀丸音とG回生の考え寺が凋本的に逸ってし、た恵に荘司しよう∴嫁に前自冶

金執行部食事料］宥恕茨の莞九台と魂鹿の色絵ゑ執行部の福本的整いについ

てのべてゆきたし＼Y香う。冒名倉活動は学閣内における菅生の茶利．更にそ

れを蚤展させて社会的次哀牛要求皇帝為薮　原が乾堅亀毒への黎藷とそれに

参加する琴を恕醸した絶尊敬である（固体で、ない事に諒恕してし、たゞきたい）

前畠義金各軍叢の花車的な亀嵩会稽勧およびその詔饗に対すQ環！‖ま，草薮

の蔵愈塵に産冒し乙澤凋膚敏に不曽な叱竜をかけ政宗痔軌まやってもやらな

くてもよし、という農家七しか考えなかった患i二ある．その上克つと蔵本的に

自毒金箱領に対すゐはっきりした鼠義∴衰づ、け髪希っていたのやあわらか

時宜「大管法上に東する緒の簡寮がまきにその者え宜であろう．「大、億法J

それ自体にだけ希え分析し，そのγ乳的清焉あ凱＼広兼会席賢妻各旅する肇

なく観分虜＝二は雫鹿と炉言った態度を東リをの車に百石をまんぞく⊇せてし

まい官金を正雪化しようとしたゥ現実に与えられた主観餌卜客観東森ヰ夏祭

威しヌそのγ叉締替常夏患麓する息に於て菅生簿勧その互のお香足した事に

なるこういう壕隻漫敏の杏定一についてはもっと徹底的に追＿及、頭二郵これても

よし、で、あろう，

もっ￥と汎以希∂同署セして着日老公執行部のおかした誤りにつし＼て批判

し、これからの百盛会の取るべき僚友につし＼て費えていさといと嚢う。

きず芳一の簑リ鳥目冶金をい驚京銀蘭′′　としか希えていなかった息ぞある．

こらし＼う考えの下に有松民¢言う、、菅生の蕎鶉の藩ようを衛っりわ毎し＼はク

聾婁金座が聾む薯堺夕畑吉村もしてはいけないりとし＼うまったく菅生度勒その

ものを客属した韓魂策な脅え首に綺いあ．学監の多くが今池締れよを肇

んでし＼為からといって旨烏合がどこかの電子犬の廿の子女世態しなければ、な

らないと志し、かねない。そして牽生温軌金庫に7“レ㌦考をかけて行観を温じて

各人が衷章恵末らるとしヽろ意義聖祭凝してしまったことで膏から璧クト的魔

界を搾ったβ　そして現在与えb軋てし＼筍ものを覇上のものど養えその「隈牢内
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そしか符勧で、きなし＼ような額鷺におちし、リ、し、たずらに見離者賭級の薄らつ

ぼ王おちいっていたのそめるク　彼らに言．わと九ぼ法嬢のわく関であリさえす

れば軟争ぞも各署了奄L．政府の紋壌そあれば、どのようなものであろうと静

めると葛ろことになり刊＼ねない。鉄力閏争（残金ながら今まで、伝本にそのよ

うな猛線がない為一級市民の敷革を習っているが）におし＼てそのような覇気

の啓蒙では鰻舟に賂利か啓られないし．それどころかかえって支離肴樽餅智

よろごL r二幸になる，フランス、ベルギー、その把の笥望み肴がいい、彼ら

はノヾリケードを号す笠．希血習練よそ越して林カにてし、こうしてし、奇ではな

し＼か、日本の琴生産数の「史÷レ、ソドノぐ－ジ鞘争′ノ、ノ砂川嘲筆′′軽々髪裁て

も芸三に芝の直りである．

貰えに葛篭金髪サービス親閲と希えこし＼たことである。葡執行部は写生の

専東することだけすればよし＼という立場に之ら目冶金著勤と目威勢史的に萩

覆し鼠配青梅銀から巧イデオロギー攻勢の前に虚数Lと理論をうしろだてに

詰勧して至と◎否あわゥ　つまり支配者藤娘は保守的アカデ〈＼ノシャンとむす

げつき～写生の本分は勉強する肇やある〃～教育は産業発展に腹立っ＜同を登

てなければならなし、蚤ぐの1デ才ロキーと首面に押し虫しこきた、そして

常に戦争でもつとも轟手k竜」ナビもすれば、音許的批判的行動的学生－か弓を政

論からそらそうとしと、彼らは芝のイデ才ロギ一夜勢力前に屋猟し草生亀海

食の産金の車から政治的役割を孟づごつしてしまった∴

異確約に葡白滝金髪取ればJつかる稔り，何もしなかったYいうのが本巻で

あか∴根らの主張した～埠唾の哲象りユえあるいは事案を認識ごて活動1え

Lはかった．白命はトウ雪言及七ヒわめっ二でべ）っ丁二と百官環足してし＼亀だげ

そあわ、そしてし＼たずらに登竜な鈴蘭を嘗駄克司凛のない確費につぶし丁ごと

し＼うのが事案であるク

モ乱ではこれ司、らゆ白露金はどう遅むべきであろうカ＼，

導因におけるイデ甘口ギ一間琴芝徹底離日ニ承句こせ．フ、、ルジョァ草加主義に

こり雇った5回星4回里を僻港南にうちのめし，ヌ東面鉄石釣行畝に積橡的

ヒ参加し、徹底したクラス音「教生頂じて学生の社会呵夜着的鷹野老友の現在

の毎食を韻哉3－号とし＼う魚まで蔑め勾事酌法啓であろう、そらし、ら毒味ど育

毛会が蘭島活動俊や，巳にして頗鹿的藍観望應同寺もなら登内に釦十も菅生の

忍礪形露、夜蚤にも撮立づであろう革を確信する，

1－13－



竃接合のあり茅

3回土　着　松　利　ノ娃

これからし＼おうとすることは．この成定γレに於てよりも粛軍でそ一り一部を

かtjて青息・主夜空二吏凍する傍がより直苗であ塾と巻うが，口篭か毒草もあ

り、ヌこのCL必ル上で嚢泉社かわしあうことも敢して無意味なことではない

と怒らので、自治為のあり零とし＼う竜のについて榛の蔑見を述べて丸たし＼。

自宅会セし、うものがどのような使命宜になってし＼るⅥ＼ということ生考えてみ

ちが二ノ　これは案にむつかしいことである｝

ところが葛競合浩勘が夜烏漫勧のみでよいだろうか㍉　年中行事のみぞよか

ろうカ＼，哲治食費を集めてそれを各クラフ、、に各離するだけでよし、だろうか。一・

、・等ぐ。そのどれも説くなし＼．これらの解合ぞあるべきだと費える．こけし庄

紬二蟹Lも常緑はなし＼と思う。聞竃は、もし牽生が「転宅会活動は空車行事

の乱でよい」＼どいった喝さだ．この醇これ空襲鹿して，竃冶金は放鳥蕗動態

もすべ空である刀＼らといって凍j象絢！二枚名護勧庖するか重い三先では菅射二培

し匂岩倉活勘は草車行軍の掛におわるべき互∫カでないこと変哲豪しノ琴聖の

葡苗を友えて刀＼L；萩岩為朝蟄行うかどちら刀ごよし＼刀、ということで、あるウ　篠は

後者を￥も℡これについて僕が尊貴度着き症に驚きつけたものがあっためで、

これをそのままうつしてみよう．

X X計浩会よサービス威喝で勿れXX

台覧会執行部のおえら‾方法r白岩会はサービス葛野詔ではないユYか何とか

丸めいきぼっておられ巻が、竃富合はやはり婆星の民最．菅生のイニシアテ

ィつをどるものYして存在するのぞあってl　社食藩穏ゾラフ、、ぐはなし＼はすだ。

杜各蔑礪クラブなら他人に藍藩を及ぼユなければ何をしても白歯でああが．

由紀金ともなれば支うはいかぬ。レコードコンサート　スポーツ喝具沓軋

芝の他慮祉膏を関鳳鼠は年中行事のことから大学管痩同額、電送改訂同額に

至る書で全て一姫号室へのサービスである。倒れ五二督監事は少数の学資が

大普管竣同額に友汁しようとしていると板鼠すわ，しかしそ⑦カは余りにも

徹マたる亮の召、どうにもならなし＼。そして舷にそういう考えどもったものが

多数J；毎がどうしてもまとまりにくし＼9　そういう暗に冒滝谷がそれらのノノ包

まとめイニシアティブをピっていくのであって、魯く一晩菅生r即ち宙糸島葛）
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へのサービスで寸言なし＼か。令の臼冶金のように岬触覚生がその直を箋むと婆

まざるYに乃＼かわらサただたど何や温勤に参加しようとし，又デモに参加プし

ようYして、おきに宙冶金といえる盛か。r戚草生がついてこなければ（射

ちサービス仁ぐはなく雪舟騎手な行動ととるならjそれ提督冶金やはなく柾谷

尊慮グラフ・・（Yで、も葛おうか、たすざ温なるプラデ議勧）にすぎ烏い．ヌ筒冶

金は「－乾草客の亨から葡掌のあるこ∵どた告ナ聖∵㌻ゐ」ど竜うことの収に「－

吸音生の気付かない軒にすばやく気付きそれをPRする」ことである。例え

ば恵法族町が膏し＼ヒ収監する。・ビころが一救草生は鋸に悪阻亡やこれに気付

かなし＼とする，そtか僚竃海食はいちはやく　これを奏し一般学生七PRするこ

とである。しっかり　P Kてることである。（それ登丁こし＼してP RAですとに

カ＼く有意改訂は雷し、のだ巧、ら福村層廟に牒東月‾るデモに教育「㌻るとし＼うめが

今¢竃竃食う　しっカ、1）PRL†ニ上冬牽生の鯛喀せ終る，（草に蜃法務号「が等

けれぼ、賢覧の駆繹どころか、学生の中から南東漫勤か態リ上がってくるはず

である）、それから初めて瓦ヨ寸電動参加とかデモ参加Yかの冥行按摩に移せば

よし、。このr∴」振替空の取付刀、ないとこ桝こすぼやく気付き誉れとPR写る」

ことも．これまた一蔽草生へのサービスである。畠冶金はサービスにはじま

リサービスにおのれよ、サービスからはなれることは社食裏革クラブなり再何

なり▲お一つのワラブに下落・する二とた∴

文章がところごころおかしし＼息もあおし．琶実髪窺ってし＼るところもあろ、

う。又葺亀有の官義金が、二の史車に虫てくる蔵な韓資にあたらない息も考やあ

る．たゞ偉のし＼ちと∴ころの智義金はサービス盛岡であるという主篠がどうい

う透味がわかってし＼たゞけ㌢いざよい，それから包着金渇勤k葉簡・に冥行する

頭金ノ　畠ヵ＼ら暇寮があおク学生店毎冶各々笥であると司隋に面貌そあ毎とい

うことをある，例えは彗着金で「　　×日¢豪攣慌領・萄軽挙では吉色々に夜襲

すべし　本本酎宝金葛は全笥これに夜＿ろヾLJと狭めても百竃食金責に対して

之を後部することはで＼きなし＼。きれから竃滝谷合葛が毎羊毎阜かわってし、く

ことも一つの嬢鉄であると箕に－つる服翠でもあるク

これら勿研壕（竃洛各のありす）は東宮にむつや＼LL＼，境もいろいろ希え

てきたがノ　なかなかすっきりと射りきれ奄ようなものではない。又暫命弓馬

の希え音も降とともに渡って行く♪　今夜も金あることにいや兼公望とあえて

は色々と脅えてい琶たし＼ヒ蔑う。

hi5－



1

DEMO者
1回生　田　湖　東　え

符磯後逸各軌こよって日本に兼慮花市兎化された民主的害者制定を像帝京葡

努力1三好コ克して運営鯨蒋する髄か生」脊っ絃庵に労幼者幡級が到逢してし＼な

し＼のが友勧化の常田替わる■労廟着港級の政志勉末叔熟から法草炭ともっ

ていはがら乗合の風車教を占めることができず－　官金の現寮が賀春哀裔張

本良に畑いてし＼く劇である。ここに大風務なデモ1ストライモなどの車線に

添えて夜密に圧力を加えたりすることが窃功音琴勘二とっての攻嘉的事象

と努えられるようになり保守軍静の叶立が激化したク　この事驚立引き起・し

たのは国民の多数良品の奄動力着1囁鱗や青魚そある，操拳におし＼ては全の

迭尊大の及栗の極値は平各でなければならなし、から枚浩恵鞠の低い野功考

層の一票もそ創面極の字音踵になんら賓なった軒はなし＼9　したがって篠守

勢かま食感民によって法ばれたヒ看破すことに同題はなし、。膏法改正友好

、さ学呵鼠宣化を叫び，艦首では蜃藷†ニよって全国民ど民象する固冬の喪家

の厳密何て、カ立法生少数者の泉田行敏で喝止しようとするプ＝息子蘭である

0｝（肇簸努鶏や卑港車は展キ努力のそれに沌べてまだイ畠い）箭葛それは
「多数温熱硬の督鼠→民主主義の杏最→竜去．カ否定ユどなるV（多数咲簡

嫁と民主マ薮はそれぞれ民主主義と電送の本賓的部分やある，）乗を菅笠

澄勤はデモ至上主蚤を信奉している軒数衛杓な意義ではなくて、その竃贋

とする観気力、あは事象と笥凛が萄如するかどうかは亀岡であるり暫己の恵

養家デモ守こよって患亀する吟は竜法で顎められてし、もっ　し句＼し過半数の塵

鼠の支蒔き受けた立法立少数者が左右することは諭産土ありえなし、。それ

ならばデも新訂寒は枚毒的無碍心骨や夜烏廃位呆気な酎力者菅にア、ソビー

ルすることにつきるのであるが，之の観察もマイナスかフクラスか鯛らがで

なし＼。幸せ王工ネルギ」の艶歌セし＼う層が脅か二あるの乞恕めざ竃なえな

い′　そして可草の辛皮としてはあまりに芥終演をはなか乃ちか（亀マな愚

を発えて）野拙者階級の酸鼻生新符し少しでもそれ変動最する場夕日二寺迭

、　．・●、：）ノ．．●、
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え

し専夜観

てし＼な

し狂もっ

かきを小さなせ兇
研修生　松井　長　束

これカ＼り′卜きい中之いせ革め等をし苦しよう．髭ず嚢ヱんを空の官軍に土

嚢丙しましよう。琵琶登閉じてごらんな乏しヽ，そして開いてし＼る寺の官で．

この簡傲寵愛のぞし、てごらんなさい‘そうです，これがノ俗に∵′一山一山的リと

し＼われ為政小なせ殊です。下、も弘は敢えて　′′徽γという言葉は梗わ協ニYに

します。

．家磯頒　　　芝て、督きんは　木きし＼小さし＼璧牒打こぞって奉ましたき戻してガノバーの

ヰ線に　　物葦l二虫てくる腐なお他力宮ぐはありませんゥそこに店番く馨った世界が河

；約手乾　　し、てい吉すっ凡そ入間凍、礪像もっかない世界が、現寮ヒそこにあるのそTp

tき起ん　　　　そうそう。何十命のW、否、何膏令の－親の瞥浄なのです，私乱　そのせ

．は全の　　啓を￥おして．硯鹿初るもの，私のまわり1カニとな考えるめが弱音で耳。

、動力寄　　　港えてごわん猛さし、・めの小さな督界も生きてし、なのです。そこには1夢

，て篠守　　がある心　塞蘇カごある」それら髪逢して、現車の世界をぶ、リかえる。愉喋で、は

し亙哀痛　　ありませんガ㍉

のの　宏　　　そそ射＼きなせ卑官通して、貴慮を冤橡のる8　そこには、スリルもあり′　サ

Eそああ　　スペンスもあるQ　ニヒリズ、ムもあればロマンティ　シズムもあるク　そしてとれ

7それは　　らすべてが、何もヵにもとがめられることなく　葡萄舟　偶っっ　いいか・金工簡

ン数次硬　　かなせ欝です。

己を尊宅　　　泉等的にその大刀二犬、ム包蔵東することは、ヒl）もなおさすその車庫をつ

この竃硬　　さとめることで勿（jます．で、もノ　私の寓関してし＼かせ翠は、そんなものどや

＝己の恵　　ないのです。そこには生えたt　香．捉えている生命なるもの。それがすべて

L数の或　　この東賓にあるもの，あるべきものの現れなのです。それは，れマーリンの

、。それ　　云う宣命にあらず、もっと哀し＼もの、すなわち，生殉のみの韓jXではないの

，、ゾピー　　で、す8

きちかで　　　その瞳射ま絶粋ぞあり観葵で、あります。才一に現療化しがききません。し

）をえな　　かもその上に尚，入閣か碩界袈罷－えた厳しし＼規則があります，それば、絶大

マな薗　　なる又か包もってその世界を支配してし＼ます，諌東の世界にある私蓬でさえ

Lに寺象　　乙の双カにはかなし＼ませんゥ　7ベてあ奄べきものの叔もつ叔新です。

⊇こ、夜寒のせ常に癌l）ましょう。なに、滞りたくないって。し＼や痛ら斡

ごなりませんJ痕繁の性殊の双別はあな七哲男が慮っているので7．あなた

苫軍か、′　戎宮の〝小さな′トヱなぞ殊′七・あり．そこであなたは歴んでし、くめや号。

一号－



みんなのみぢ
孟ちピ　サし＼し

てすめ巧こ　そこのけそこのけ　お馬郡、通る　　　一茶

のんびりした音の同園風景で、めも．しかし、遽頂各における交通関頭として

ちょっと斉え三でられる考素が含まれている。それ建この厨を観む人が、ノ　戟

鞍のよい馬の啓をまず動象して，笹を邪魔する華が淋し＼のけられるのな考え

るか′　あるいはl虚にあそぶ、すずめのこの譲チをまず裔像してノ　この平泉コを

おびやかす馬の足並変懲らか，によって傲二郎・な題亀が生れる。

われわれか、塵を塞いている経に．凄め逸行は秦に迷惑に希えるク大型のバ

スやダ’シフクカーはもちろん′小型のブートバイまで、直－は㌔＼に高津喪ヒ通

り諌けちれ毛と，人垣のなし＼処で・は全く命がけの零し、かする，車上の人膚に

大いに達、んがいき感じ、る9

ところが′台命が－たん車上の人となると　今夜は歩行者が寮に邪魔に羅

えてくる、横断サ痘叔外で浮気で盤を席切りl　藩の着後を嬉予審されては衝

くて大．し、にβ、んがいす奄ことになるゥ

立場が秦ると′全く海舟の考え）二女っから寮だ奇妙である。’ところが，こ

れが現実の人覇の患層である。

堀留は哲命を車jGとして考え勝ちであることをこの際及省三せら軋る，

岳の凰行を寄冬にLJ秩序だてるため‡二は，そこに一定．の塊都が虜啓とな

肴．∵しヾわし、ろ法制喉もできる，その朝領に雇うことによゥて色素の寄金Y宙

膚が償たれる。天下の太虚は台捷＝ニ屠行するのが雫動である．大きく害えば、

嘗竃で撮言直された拭刺で潜むク　誉れを虎別で勧根号ものはけしからぬと一書え

を。覇膚されるのほお馬か㌧　－すすめ¢こか．

このまらな鶉静に‖まかの軒で・こもよく闇かれる。恵法で褒められたストやデ

モを馴恨するめはけしからぬと盲う嶺諭である．恵法も複線も，もともと入

間や社各のゝ廉澤ノを慣ら，寄金Y宮野な礫偉するためにつくられたルールであ

る、－零細に態谷の誤利官主猿する人箆は他人の旬句を気風していることが

珍いや力の易い着は田鹿の刀で努敦篭る．ストやデモは再綾な表示する一つ

の、方法である，、心かし　そ¢行きすぎによって一飯の恵殊が毘藩すること1こ

なれぼ、，どらちがすず初のこぞどちらがお馬なのであろちか・

長互いに箱等のき藤堂尊琶しノ相亨の朗別を褒める軒に宙命の白田が確碍

され呑ので・ある．額号有って毎号の官重であり決別であるク　これをむづ刀＼し
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〈まうと磯村暫定前官冨同叫の世界とある密営考は呼んでいる′

大樹社名が宙喝を構っためには一定のルー■山がj渉蚤であり，）し一山に療っ

てこそ宴の毎膚がある．他人の白歯が望みの官薗となゐわけである．色感の

遠別を葉風して寮の旬間は有舛尊なし＼，軍令の義務を官幣して初めて月利潔

槙たれる，葛幻は豪放をノ斡うどはこのことである。

学園は学生の勉発の嘘で射J、教官の研究の壕であり，学務私葵の臨場で

もある、題号⑦立囁き啓琶する紆ヒ草加と焦眉か生れ凍．

ところで，題号の立場は食く相客で扇げ音叉新奇あっても，車乗と募金をま

もあた耳目二は更ヒ夜毎のあり首が同類とされる。努行者と染上の八とは碍－

分属利である　けれども凋亀の寄金には療育が要求2れる　歓壇の潜事㍗　そ

一旦帝肇する人力ぐ′　二宮Lはけしからんことで忍行列車こそ一旦停奉すべきで

あるど書ったらぜうだろう。転感の遺詠」を無風した議論として人は集うそあ

ろう，こんな勝抜放　線冷ましカ＼しよく見かけも・、小乗一茶も

ち馬よ　そこのけ聖二のけ　写すめの二が重ね

とは奮わないウ　ニの／＼んか苛盾をよく考えてみる必要瀬、ある■

庫壕をこんなと解薮するめは少しおかしし＼かも知れなし、ク　めんびt）と裏鉄

⑦鼠職を執った句として、帝か射G喪で髄．垣できるようなや腰であり産いも

分であ奄ウ　ユ岬モラスな廉句はそのま言受け二吸って象って汲みたいものセ希

える。

菩三コース
1回圭より敦医冒・聴・研修生各氏なら勇士腐生詩風こ

同じ銀縁学姿でありながら．我々は庭に2日しか繊化教皇に入めない。

ヌ本ヌキの席覆かもしれないが．各管掌、各研究量のもフト主義におおわれて

こ＼る。敏に餓盤比琴線のことや各回垣の却っていることもぽっきりしなし、¢

義やはしリたし、のであるら　このシリーでを通して我々は各岡原肴と結びつき

こし、。以下／人づ、っ簡閲をしてし＼芝ます。

0錦絵化学巌設立のあらましとその検¢賓一座か設立や混在までの歩んで、

芝た直を鹿瀬でもよし＼カ＼ら数えてほしし＼（丁侵右

0卒嶺とはJ町か7

－19≠



一回生諸君への解答

4直上生　木　下　寿　忠

審こびと都得に釘をd、くらまtrた入学の習つ＼らノ＼ヶ胃、以東　嘗凍み・瀞

帝試験・強攻大谷・文化祭■嬢育祭と一連の行事を終え∫　－ナ閂かこぼ知賢

を迎えようとしている。尭蓬Ⅶ回生にとって‡去．心成約に、埴払なれ七塚囁

㌢萬れなければならない涼しし＼隼である。㌦面におし、て息巻こぼしし、こと了な

のだが．

衝ぞく牽内の兼子分輪郭が執成としてきた今　人草路の新緑は厨烙射こ璃

え　複短軸二魚奔乃＼の空凌藩が覇を轟けき，それが壌閻コースに表われた不凍

となったのそあ乃木　一顧に〝スランフりという吉葉で泰戎蔓れ最ものだろ

う。人画で初る以上堪らずスランプ抜蹄蘭がやってくる。このスランプ詔に

甘んじるこYなくJ少しでも早く刀がけ出そ　と肇刀する二七位長い寒であり

それで二を漫歩衆愚がある4　視程y白々＝二滴毘すゐことなくJ常に新しし＼

琶濃を蘇って直んでし＼〈ことに意義があー上顎かこ額し＼られるものだ。現在の

白倉の危屡に議定レ蔓って何事も為そうY Lなければ’ノ　常に動いてし＼わ吐合

から’蘇り残ユれ′やがてその満足が不満に袈った蹄にはもう享盈肌ノであるト

皐の施しようのない義気どな県　つし＼には包嘗竃東に格いってしまうこせだ

ろう〃　少し才一バ＿な養環になったかもしれない功ぐ′　この蓉嘘や　養老が7、

品を不商として最明し，解釈へ常力をしようとしてい為ことは罰に喜こぼ、L

L、二宮である。租私　仝画で騒が隕ている大登竜がどうだノ巣南固主義がど

うだいとし＼った同額につし、ては別の磯谷に壊奄ごとにし．餐材コースに友わき

れた不裔l＝ノつし＼㌣∴払なりの意見を述べ竃＝二止めたいと慧ろ上　これ勘　あく

雲でも弘聞入の愚見で、あって．控の駆回蜜がどのような蔑見である乃＼縫糸の

閣与写るところで、はなし、。別の衝巷を望むならば、克郎の人に囁いて尽しし＼，

繊鹿北牽嘉一学生で・ありながら，薇濱時間の喝殿上さ一・二可瞳の軌は繊叱

教をに入る時間が少ないとし、うことに矛博愛溜じてし＼ゐようだっ　磯醜家宴で

寮療する暗闇が少ないという理督だけで、等級の温格が恵食らまくいってし＼な

し＼七草洞野を下すのはあまりにも軽竿ではないだろうかク　姥功大草と私家して

苛足せよとし＼うのではなし、が一教蓉Y軍門i二分簸してしまってし＼為姥の大学

に比しノ　本学のようl二クすど乳数奇の場合は少しそも詰まれそし＼奄音ではな

、、・、．ナ　・＼　　一　　・、●　＿、・・・二　　　‥∴こ　●；、一　　　　・・．、、　・i・●
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寛操が鹿波そあるだけに、渚亀は、払蓬上級生空気気力でモクト主審だと断

きしそし＼あが㌦　勝手で熟考な断定は迷惑十才である，一方的で横手ないし＼合

かもしれなし＼が1ノ鬼渡には常に阜渦葉酸があり．浄詞の鰍唱を受ける0　－人一

人喪験の席数が亀ろ閣僚上，全員同じ路覇に喝を将ものは少し困鮭な瘍各も

ある。庇って′私産潤官吏金員が閣醇に藷尊に棉きかける兼港は彗感少なく

なる。この点のことは芸者啓が三回堅．Ⅶ回生へと連むにしたがって確繹・でき

るだわうり今は、覇を酪亨なことを琶し、やがってと思うかもしれなし＼が㌦

諸君の云命もよくわかるし－　私連の云合も魔し＼てほしいj　倉庫的な痍会を希

つことが繁理ならば，凛勅は唱人的でもし、いでは竃し＼カ＼診書が凄慮約に研

究室にやってきぞ議しこんそし＼ってもかまわなし、9　品をし、に嘗し合い．鷺薩

とはか呑、それから金庫的なもめへと選んでいく町有邑櫨もあることだし。専

するにノ東食克つ乃＼む肇カは、こいつど頗砲的にやらなければし＼けなし＼ヒ蔑ろ．

払聾をせク上皇薮だと云ってほしくはい㍉　しかし夷浄宴は盤び場所ではない

とJ＼うことを頭におし、てもらいたい多　凍るならば時蘭の賢才確り歓超しようク

北の兼．轟の光

3回生　竹　西　裏∵州郎

温く狭．い礫の蚤境の範展関では、今まで最も魅せられたのは沌海底の頂と

雨上り　の尾瀬沼だった。針濱．樹の簡鰯廉に囲まれてかっきりと静まりかえっ

てU、ものがし＼い。

昨冬の膏のこYである，友人七よ人で美幌より阿寒へ破けるバスに登った

。慮弟の牽屠礪はやや葛が費ヵ＼つrことはし、えすぼらしかった。展婆もぞバス

違静で庵㌧叱これこぼし＼るが）スリパテ形の夕卜観山に固まれて金色し、金蚕のよう

二，簿には液應堅気のように冷く菟っている額面は沖戒的というにかさわし

し＼ものだった。しかしJヾ久が苅礪会せいう展望台についた軌よすでに両の車

ぞった。と、ん徴な亥綿）法から繭を急虹でバスセ嘩リたノ礫の酎二ノ　南に獲る阿

寒の襲亜麻と鈍し、灰色の湖面袈冤せてい奄二つの小さな覇が見えと∂　ペンケ

≡＼－ノ　バ㌧／ケト¶・とし＼うアイ∵文名をもつ苛の貰観刀＼わは奉唱覇では感じなか

ったシヨ＼ソクを啓じモク　どす慧い針葉樹の樹海と鎗亀の額面ノ　壬だきれだけ

そある。しかしここでは本当の滝泰直を啓じた。聴く荘園するようなポ、リュ

ームと不悉蛍に盈塀で裳秦に濡ちた嵐熱，それはシベリウスやブリーフの顆

－2ト



迄から乾ける夢路￥どこか東漫なところがあった。これはその確約／よ紬の大

曹山車の欝鶴森．車の山歩きど然那覇でもむしひしと轟けた少　しかしこの地声

的な風光の車ではどうしても人覇は不純物であるとし、う昏じから耽れわれな

カ、クたり　珍、らしい土光を可′フたせし＼か、祭致してし、たため乃＼、耗壷が棄京へ

竜くYlまっとしたの髪寵丸てし、る。

この気合は冬草か温象潟やも味わった，硬度からし＼えば尾瀬は止画とはし＼

えない。しかし脇息　頂頂　優しZ L、た蜜を撒けやつと葛承諾が見えた路一瞬・

焉なのんだ。この神仙境（今やははらでLもそうとはし＼えなし＼が）は雨上り

や弱い近日を貫けて静まりⅥ＼えってし＼たク　モ＼ソ、＼ソガ、シうど＼ノなどの針濠

封にお品われた間曙のムマとはもカ、に乾く上総㌦沌開扉の山やには7ルフ∵六

の象扱きはないけれど′　すぼらしし＼ボリュームがあった。そして焼山峠に締

って針濱掛妹たくし＼込んでし＼ゐ大証国運層の潔線が印象駒だった．ここでは

虔姪できない勘　′三＼とそう撃った．八部の不浄な血がここにはかきわしくな

しヽようと習えた。

⊥雰南画の高知へ行った降はそれほどシヨ＼ソクなどは啓じなかつ七夕　足摺

鱒の責舟屋も、けめもくそびえ，胎琶はるように焚くⅧ回の山神轍ノ）南画の贋

やかししヽ太覇のもとで乱　数しいながらもどこ刀、にjeを煎らずるような雰覇

気を凍ってし＼たり　そしてここ、さ、ぼ人極目ま日光の車で雇汀の実努啓も轟－た一打ニノ

のびのびと行動できるような啓じだった。産む八の顔にさえ喋るコが脅し＼よ

う庄気がした。この啓じは宇和島ど最高潮に遷した，すぼらしく青い議と空

、乏して醜宙の馨と牽境のⅠでン児と明るい笥色の層ミカンJ　そこあー1転に

兜が考ラキラY蘭っているようだった。シコ、ソクを置けるYか啓激すもどか

いった喧々しい懸橋はよび忘こされノなかったかわUにノ　のまかな開もし＼気轟

だった。

しヽまき彗＼蔦は莞固くはるがノ　同じようなことは膏都へ下潜するようになって

以素養へ曙ゐたびに容じる〃　十三で阪急支那鰻から瀬戸線）二束頗え高宮症ロ

をすぎるゼなんとなく藤じがら甘さうっ　鼠汗日夏すぎ藩が見えはじめもここの啓

じ店決良的となる。し、かに蘇ってだとはし＼え硬戸郡毎の一郭やある大飯湾の

悪夢に凱　金麿である京都でぼ感じられ通し＼口蓋の掘る蔓と贋やカ＼しこがあ

る。・乞んはこと尽ある蓋し、と礎う人があるかも鮎肌ないが横にはそう習える

。この明るく輝やかしし、竃亀は人の心を温く懲みねやかにする作問がある。

頑るく兼や小な囁髭を求めるゆが虜の心であるとどもにノ　濠闇で泉森を帯

び㌣∴敵船的な客じさえする漣周の泡に魅か＼れものも革当の僚そある夕　顔束丁

を薄め　折方で寮転に康がれるば凝かにおかしな篭かも知れない．　しかし
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ー了が太物で穂首がニ生物と断ずることもできないようと経ろ〃　兆亨の山狩

講を寂し∴針即凋摘し＼高閣や着払で憩うのが環境そああク　欝尿ば畔、では

一ご享がもたなし＼し）のどかなだけで、はぼけてしまうタ　薇化を求める¢法人蘭

乃常か、それとも蛍に楢人の韓葵な産額どちらか，落ちく暴風の象こそあれ

全ての人は薇化を求めるにらがし、ない㍉

嘉と藷掌
1瓦女　田　辺　勝利

語学の毒草魔をみ更恕するま否もありませんか、ノ塩は改めてそのことを藤

吉こぞられましたカ　ニの蘭，相胃蔦葛常襲デ山めどき　束都市民による有中

一ヾ／－ドがあり、その暴食溜姉で、ある京都肯役姉の覇でノあまたある外人－

こくに京都ホテルがあり悪才ので外人後見嘗牒おりました鵬の車でノ　ただ「

＼ノ　ポ＼ソンと豪軋て、歩直の脚′乃いちょうの木にもたれ乙いる外人が霞目二つ

三三した。そこで百合の語草カをたれて蜜蜂刃＼らいって覇軒各であるヒ守っ

て′　凍して礼そ、し＼ろし＼ろましてみたのですが′予膚外にもお互いゆし＼う二

二がよく泡じ　綴緒　言言　画像塗塗　にに釦ナゐ日本の立虜の喜尊慮孝のことにつ

、、てもよく判ったんですか㍉　さて彼水軍奉の学監のことノ　噺二，牽生蔭勧1二

・・・′．・　　－：、　．・、　　　　　．　＿、∴・　・・㌧・・・　・　　－　′：・・

象ればてし＼た弘はただただうなづ、く吟が凍一軍でノ何－づそれい二村レ，て東泉

てる桁もなく，たど単に驚音だけに滝足してし、た私は阿武としてJ L＼かに彼

二とってノ息は閻妓けな草生ぞノ　雲孔の立場を卑語＿しないのだろうかとし＼ろ

宣子みられノギヤと引き上げようとする態を自今な刀沌恥か＼しく潜L＼ましたク

や意。蛍に、藩政翻宅の隻語の鎖轡叫Lふれや謎掬の犀替歌だけでノ　官尊

菜食論じでしきのりがなし＼VL＼うだけでは伺‾んの被にも立たず，語草卓二おい

て∴－藩大切なのが′層発′′耶ち′′馳定毎払玩紳レノノとし、うことガトー電

雪雪で「萌署が嚢せる」とし＼うことば学事ニ〟薫二号狩りセいうもので解釈で＼きる

ものだけで掻なくノ　常に裁マカ思考そのものの表現でなくてほならないと寛

一、ます。その外人は京都女子太の敏文琴の組であることが吉実のはしくれ

：＼．〕判り、全く冒本の学垣の常務カの宍喰を暴落もたみたいなもので、，今悪

つ乙も冷汗が虫ます〃　ヌし、つカ㌧　小の人に合う凝金があればノ　ニんで二をは

堂々と色合の意見を蛙べる凄りで、す。ところで本管ヒは豊漁なd止血酬

ゞあるよろに電頂けます朝ヾ，勃れを十各藩滞し七し＼ヒ習いますボー‥一一。
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4回生・平間　敏郎

／ノ胃ヱ／冒早朝．毯覇の八々のまき上げ馴まこリそ、霞む上野七驚っぞ之時取

水予より＝駅の乗海舟へ慈し＼仁の庄像に追サったク原子力粛梵蹄ゼいう近場

的な物の出漁に磯谷と悪どった附迫の入鹿は∴属し＼廻し＼に亀呵頒寮施設にと

青っぽつい色あし＼な殺めてし、る。商号カ所乾絆へバスで注射　珂∴　月日二つ芝

／呵とし＼う患い金を痛げもなく捲った∴師乾折の通りは、敵軍前は白砂吾忍

の聾そのままそあったろうど思わせる＝二十令の公と海の奄ijがあったβ

亀から超し封巨ったには食霊」にレ大きい凄物で、ある，正門より罷わた耳で）患

者に聡をあしらい太白白東と大きな唾助など息窟している．東園研究室を訝

れる前に食蜜で蟄食を磨った。寮にうまい。どう考えても空欄とは段ちがい

そある〃吏闇と似てるとし＼えは㍉享村費のストに関してのいざ二言、ぐらいなも

のであった。飯を喩し、一　審を飲み，劫やのこのこ顎蘭の世話をして下さる大

草東電評見豊に書いたのは／ヱ醇単項だったろう針。を休みとあって、櫛究尊

の八は外虫車であったので先生一人を留守電に預っていただき，鶉マ導入は

軍歴そこら汲車をうろつき虫すこととしたクいろいれ研究軒の塵車がのんき

と鐘に藤れ，テニス、バし一∴野東に硬じていた。いかにも青々しい。年の

頃は葛二十代とし＼ったところだろう。「凄く学びよく迫べ」とし＼う痘喀教育の

秦寓はここに象られ為の感があった。今頃牽萩ではこの人達より若い謹中が

撃寄りじみて永蚤をすすっているかと習うと、ひとりでに笑し＼が造って者た。

この塵車の短観礪ぶりもヌ人を驚かせるに十合である。／∂米そこそこの直

路をへだて三重頻が波んぞし＼るPqで，．げ、ソトを渡り威して軟式野球に熱中し

てし＼た，正面入口の誓いがラスに大きな穴があいてし＼るのは元で、ある。‾碍子

野の見学は，ノ相宅怒宅￥キ棄先聖を礪して参入で虫朗た。

勘二更えぬ放射能￥やらにびくび＼くしながら功、とむかく帝写炉の近く髪歩

いた，析見紛の牙が驚賭してくれても材がなんだ乃＼きっはつり、たとえわかつ

ても今度はその単塩の項寮をしてし＼る巌車に甥の葛レときては、たかが篠与

力といった甘い乳濁一ボー淳のごとく滞びこってしまうのはあたりまえである。

歌射額により変衝した堀など色々簸て、何かロに衷わせぬ宙観望置け巨。

芝の隊の生々とした観衆を最わすことは虫貰ないク　モの夜濠館で審きつけた
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郎

牒引取

・・ニ工

と設にと

卜につき

日掛青忍

．．■＿　ク

「、ニー　：享

、：ご・・ご．I

之ちがしヽ

）いなも

ご、1．、

着野党餐

仁老人は

（、ナ）ん之

．＼8　年の

喜笹・てき、・

．＼聾中が

フて煮た。

とこの鑑

＝熱中し

缶。‾碍子

とく髪歩

」わか＼つ

＼が磯子

Lである。

トた。

きつけた

覚書の節々にその認め驚簿が亀倉たりとも衷われそし＼るかもしれなし＼ク

Hr　二　●二　一一　　りゝ・．こ●　、‥さ、・・‥・・二　　・　　　二　・　　　＼一・、　丁　・・

三月＼蜜は、太平産の寵渡に藤するここ索海新へ轟いた。巌とはし＼え、硬藩忍

びえするiタ嵐を凌げ，裁く∴孝子の乳時を祀描く紆鈴のる勧栗・があった。

師宣軒の連覇、軒簡髪監ていて，琴現の資産は刀＼なりの勢で息そし＼るのぞはな

し＼小と習った。国家のこれに対する那衛も連マでないことが予寮の赫々に覚

え奄■　簡与げで繋療竹ぐ琶豹で二二号そやづマ末たのどが、、どう法案たなら材

●　　∴　・・　　一　・・　．．√　　二．、　　、．・、　－　＿

允やの最細目＼ら注冒してし＼たげは丁蔑勤し＼てい巨ク　凱潅更えて車へ入ってし＼

つと。我々の召喚よく漸く零等力経木この庇づ＼く足音を舞鹿に啓ビバ農産の化

学湖確守し＼う命額音速にも何か腰應Yした不晋があっγ二。

・、　　．こ・　　　　一　　　一・・・・・∴：・・・－い　　、′　．．

農産のまきで、あればせのやから嵐谷にとり営まれることは碑わか電撃で、めゐ。

およそ啓釦二足空隙組入れたものが、毒し＼梓の単にとゞこも来　季の鍵蜜そ

芋賃を廟£レ　′ミ＼んぞリ鹿つたとしそも′　セ三の為になら哀し＼琴現法濁躍如親

分某項とはなみが、，それ包鹿に肢に宣っだけだ。言し＼かえれば夜に立たない

写園は轟のごと等もので、、養統‖芸その組織であっともつし＼に浸食漆を戒ぼ1．

■　　　　　　　　　　　　　・　．　　・　　　　・・・．・．∴

アズ日ソ用繁子力祭鷺軒に火がと三ノリ　／え胃えヨ丁篭岬夏を且え為が、凍夜

、　　ご　　＿・　　・・　－■一・、　一・、・．一　　　　・・・・　　　　　　、

．●　　∴　　　、　　　　二　　　　・．．・　●　、　　・、　　．・－　．　－●

気で豹ゐボ庇いこ粁末か＼ならず立う敏なヨ葦挽台の花を疎かせるこちがし、ないク

至言カ＼し＼砂の上に青畳にて太東て行く覿亀軒髪毘考ノ仁一つけ、工等髪是ぐあまり

二釘粂髪闇雲なし＼こと髪祈った。Yヵ折　節同産登が有り出し手二という二Y

三その漫歩にf渉にこしえ歩にごしの前息を環ゝわしてし、なとし＼うこどごある。

募行出猟前は何射乳よう炉と容し＼槌んだが、蹄克軒の門少衷た痛それがはつ

ヽ　　　　　　　　　　　・　・　　　　●●　・　　　■・●・　　■．　　　　　　　　　　　　　・

丁●、、・・・．・■．　　　－：・・　　　　　　一・・・、、

二’l芋・ヽ

－ご5－－
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1

パルスエ塊かち　榔

3回女　金井政∵津

その司の官記を晃ゐとこう書いてあった。一…一一千度4時鳥命．石亀江津

到濱，金鹿から逸えに未て暴れてし＼たき歩し、て社宅者ぞ寮関してくれる。工

場内へ入ってからの芽が亀い。電尊者のノト塔さんが一人いた。工瘍養田の一敗

をそし＼ゝ沖ださ実習生全部で大入ということ今一度執着から東大の襲撃寵の

鳥が三人養てし＼た。媚朝出頭する労務凍、裾長南聴∴食管、洛虜などお寒関

してもらうッ魚用円の声「に菜て亀聾の車両‾きんが乗る．初めは誰だかわから

なかった。寮に連れて行って卑れ話はする。二八広岡ビ試療常のこと写るよ

ろに言っていた。ノ7靡汁こなったので壌江適えに行くp　常夫の連中に食わせ、

飯食いに摩れて行くっ照って吏二儀に上t）、ニんど店毎芭鮮小する，そして

三人で、虫て行き、硬直蘭の前の音質壌露に入gj大寒召及兼敏を観る。

葦考の確り食べる．大川も塩江も食わないのぞ丁寮三宿照っていた媚二樽に

番って行ってやる。飲まなし＼炉と嘗うのそ、二人を呼ぶ。沓し、）寄与でべカ

語をしてL、亀，彼等は療屑彗イケルくらでこっちは劣勢だ曹　宙庫々薗短い状

は、かリで解しL＼。

蚊帳は大友小さかったが．表しし＼嵐がよく入つぞ京た。質を叙つめながら庫

々巌っ刀＼虹ない。三人で応rやかや話してし＼る。／よ川の一・一一一一一

こて、観官は工場繁閑七免牽。蒔蘭甘食リマ㌦セル化底流虻康成施戊牒測

温浅、ギり方など写し．通勤路覇の間断こなもまで図番登で据亀してし、毎。

ほとんど幸せつけられた苛のなし＼ような喝像のなきそうな本まそ沢山あった。

それからこ日掛ま落果の準億Y試蘭の観寒に訝した。各賞の方は－呟各な甥す

べて告虫し尾索、嵩療東軍‖こない甥は伝票ヒ書き私最さんら印もらってエ藤

村の金庫に漁りに行くのだフ寓薬の音も素療針鼠によっそ鳩目の硬．乳置小ら

過に一画向合位を喝蜜。

／＼左〇日、とに角ノ克く汁沌藩政や硫厳よりも腐った、二硫化菟零よりも。

●・　‥．■　′．．’t、・へ　　．　了／・、－．・　．‥　‘．・∴●・；・　　、・●－ン

の観贋一本半舷偲っ巨9毎琶これらの〟細づ人i初更うのであるか㍉　手洗周

あ希慮巌溶液頗苦し、てし＼七わけだが，蜜殊にも榛の可弱い車は為日毎錮左裾

のために死き八宗筏。

】26－
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って工場

用置′卜ら

も。

・

・

・

　

∵

芸
摘

採
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魯

ニSヱの牙は高森を武一変革にしたことがあったがノ　二の危綾な試磯はそれ玖

二に丁寧な渡し＼を更けてし＼たよう子、あ＼った。その凄気の月を萄な貧乏は切換壊

すあるがそれよりも壕か鼻か鼻偽の腰は癒しし＼ものであったが賽し＼ながら先

輩がロにした蓮篭め、芽が気になって、萄下しながら恵を止めて言ご嶺露呈がゝ

ら誹出して外気を深痺城したものゼが、済々東療蔓の車まで電晩覇ガスの刺

激鼻が流れて譲て、督為し＼で態々しめる孝もあり庫や面白い華だ㌦

繁車の砿ヱS仇や娩〉注しなければ、侍らないので屈召ノ∂～よ∂ccのC鎧をビスコ

ス里の人に喝憲してもらっていた。

礫の賓喚ノート′′巌丹仰叫川山師而轟胤＼▼∈みるY、
穀倉（水〉魯膚マ萄

平蔵や　免で轟馨ビン、グラスフィルタ叫、ピペ、ソト′デ㌧ヶWダー払、を

罷りに行き、蔑魂，戊啓な顆は膏クロム菰顧最液臣要す．

午後　　包えられた怒鼻の軋　バ、ソカイVgをぐ．ま彿九に切断

蒋睾ビン婆的ニグラスフィルダー′カニ碑豪。

喝竃からいよいよ賽液体別に入るべく準備。A温恩恵の撮とう顔，

泰魂定番蚤にあわず。研克額の方で凝どう威便喝で苦る康弘渉し

て寄一く。

末辟ざま好漁自動式直示東野がす’’らリどならんでいる。せめてこんな物一台位

軍産にも壊しし＼ものだと撃ったフ蓮田約三十回伎新患する机　もしこれが抱

等大麻だけだと思うだけでもぞっとした。

そYLから飽水のノミ、んだんlニ使えも二で．イ■オン更腰骨と、んどん虫蕃てくもの

でし＼くら庶っても思し＼のまゝだ㌦

墾（木）教

鞭ヨ竜脅範量融定常にとった庫量ビン乾煩。恕簡ビンなど虜翠な均

一でか隆滝を仁多し葉漁帝脇。

＝ム牒凍仁試東バルブ甥は豪漆に入れi　たす、fccのノ滝瑚加え一環に蓬濁さセ

増凍寒で騒く′押しつぶす，こらに発ljの〟手紙を和える。

塀詳こく17ロビェ鵬レ＼バ＼ぞCぎょ短えるっ

‘MLJJ壁土腹とう厳にや＼廿も，整う∂倉岳に止め子で鷹番。節電謀の㈲盈最力で

ゆるく度し＼月初になりそうlこなし＼ので、，番最きんが謝監寄箕に合う

台を木工で作ってもらって束てくれたので＼J後で汲とう鹿にはり

込のるよう寸法に抑るク次の風より梗覇写ることに守る。

三上〇～き．ヲう　思す嵐成合亀虎で湧、歯、

順風濱により上穫腐鹿適し、互％血昌おえて腰凍、蕗び温分威
－27－



に乃＼けて漁礁。

Jご郎へん軋∂　詫っ療蔑隼三可繚臆す

～よ㍑・次にそyL㌢親猿ビンでコニカノいこ充し⊥ム乱、メチルスレンジを指

蒸賽としてゴ％HC乱で車恵。すると今まで清隆し－こし＼とように遭

われたパルプカぐ錦のように現われて桑た．

ニ軋おブラスフィルターで、ろ過し、純水でよく境漆した挽靡蟄ビ

ン巨こその芸ゝ入れる→絶苧五

菜癌一輝環を：蚤
MWS扉＝

叫戸均絶乾蟄
×ノ針目欄）

薬療と言えばこれ勘七蛍観と言えば動乱二有る定膚マ温鼠だ。

キ膏∵＼埠出勤．

十二覇巧打二なると六人の家電史は頭書豪に寮まる，すみと司書鳳がお茶を選

んでくれもク　希望は三巧がにをんな溌しかった．

こて蚤休射エペトミントン0午後からは評優まで額啓で肇まも、流れ虫も汗．

ま0℃（か盗蕉星がゝ二の轟ばかりは露署甥ピいえども凄く　射ぼ、ぬ刹東池となる。

時々はノヾ卜きントンをやめて海に恵モク　子、ソアサイロと貯木場の頓のトロ＼ソ

コか碑銘接し＼行き－　播素子のような据嵐麓が鼠が蜃う廃液ラビリンス（姐粟）

を越え亀とそこはもか波音も蔦し、日本海がノ環七のってし＼るのだ。

褐色のパルプ廃液の奉祝射ヾ、ッいぼ＼かリ轟ヰ江東組込政一まわにもうー兼の

褐色の常夜海嶺に庖げ、てし＼た。いくら大きな声を虫乞うと竜分包舞仁とって

こえ闇雲凝りにくい接なので、あ奇が，それそいて日本秦は巻く静寂そのもの

－＼　　　　　′・・

㌦Lhl）

連休開けのざ曜日、今盲目芸谷く良い東泉そある句　碑郵三瓶その両

棲康がうらめしくなるク

蚤休み返上して三流蚤の検定など．

Cもk（プロピューレ日、ヒ満たそうとう亀吉卑どうしても東ラ芭が入

り、希ったク　あまり等象返すと軍く菜覆してしまうので手簡よくやら

破頒漆真　二簡フラスコ　／．

布目ノ時礫療

本員も濠「‡暑い　熟しク的十度の違牒たわ遍届濱から畑二虫た曙

は‾喪に不収の感こありぅ

転帰静め温泉盈く簡りようと試み㍉　とのきゝ忘れ，／7がCまで、エ

ー一三■31
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ンジ空揚

ように澄

．ぐ、－いきミ－．

こお茶な漫

もれ虫る汗．

乙となる．

弓のトロ＼ソ

ス（鐘＿粟・〕

うー兼の

仁Yって

て∴さ　二　∴・

う観その簡

気照が人

工二、やら

いこ奴だ曙▲

aCまで、エ

貌（木）暗

っととの拳っ　絶乾合は格色化し．それ敬昨日巧賀喩は灰柊に膚す。

官マ軍事多くあるもよし．卑官蜃冒頭じ事の僚返し、少々壊乱が

きゝ毅で＼もなし、がノ　これも鋸葡材聴衆とあらぼすク　常に甫苧揚石

の卑′ろ親展芝草宿りと習えば又凍。本日より翌日の試料跨るク

慮長峯少＼そ註贅遥剣の感あり。よ／、炎℃C孟　上上昇‥

破席巻異　三餞フラスコ、JCCメスピペ、再、　各々j

二・二，　∴．・－．・　そ．ぐ　バこ：．i∴・‥‥、：一、二．一・べL j∵ハ‥、　′・

ヒ課あまりよいものではなかった9／∂ガ呵外も′主・札がある今はひ

どし～っ　粂陣を全く　司一にする二とはとうこし、不可能ぞある，カで、あ

怠りし＼い境は新路や苫なし＼のぞ・あるが，潟魂舷についても太し、に

町繋－かめるニYだ∴

それ攻食草の顔欄ぐ峯わなし、ど雨着を地紋疎討するの息少々竃鰍だ

とも薄つ川上　大矢添男二とはわかりとちぞある．試潟を量つと多く

すれば小机「筑愛）も少なくなるで＼あろらし，もっと尊くめ貰る

拭う紅で㌦寛に裟験した方がよいとし＼ろ二七g十各号膚やきる．

年■：弟＼かんとか言っている関にニ濁郡は扱ぎたよろだが、そすがに終りにな

一三貴酬択′て呆て亨礁よくなリスム∵岬ス、に等が摩んで、来る桝、′　そこの沖で棄軍

票苛の三虚聞も終りに鰹ずくとし、うわけである。

少しで、も毅濁した各軍i宝撲ってほならないという習一つkとってみても学

斥二分尭とが実るものであるということがよく　わかる9　大官と合鍵の上うな

主賓庭はそろ鼠翁も貰）た亀のやあ為し又篠本的な魔藤も実　なもので、ある

ハ＼長汀敏ぐきた武物でもなし＼症。確かに各社には恕蔵が登竜‾そあおと＝う孝

∴二七号底と店習った息色々と勉強になる、たとえそれが凋人の葬の試のか

｝＼三党であるにしても。

‾下人ヒなる功か　とに帝一寸斉え方が祭って葉鷲から帰って奉る」と・竜わ

三て奉要目二面白し＼のは逸軍門を虫ヒ蕗から倉ある．今から怒らと葉鷲の三

宣言が・吾奇で矢のように螢ぎた藤ヒ。話せば旨くなって」ノ悪∵うが旬＼蛍の塵に

㌻∵なりそうな肇よし＼くらか，太号に。壕奉の脚多意、ゴ㌦巨ブリペグ，ビッグ

「一一入ノ　テイサン，与博えぼみんな壕かしい等し、衰となっ乙登立盛るので。

三三と胃ニ＋、二十一門冒領民腐寮の塗擦は三観の山パル山の家に行ったが

＼三二日には右嘉島宙の人知紘繚逢閻工虜の覿牽ヒ摩れて行ってくれた。

－29－



1回′圭コ　ーナ　ー

革　当　穐　野　高　腎

り／河ヱスバヨよリノ7日間求やノ回転は新の学暦象を経冷したのそあるがノ　そ

の託靡き述べておく，戎鹿央射ユズ官女との混端子…ムで′　ベレー優勝（三

富との裸啓否も優勝したタブサ、ソカーえ位．バスケヅ　ヱ仕藩凍＃接、帝凍

寒玖勝敗、欽定／軒数敵過ていう戴崇で畳やの総合優勝をし鱗錐啓都留冶金

扉変えた。文化祭は声P nL量知らないみせぶ冒ヒ演じて軍囁貰？の観番を

勧ニ／∂首下旬より登マスト、スタ、ソ7度もどより各クラス覇の努力の塔潔を

示した．座こ育祭広東繁にめぐきれなかったが、塵斗むなしく製糸鯨額翻二次

し＼ぞこ臆となった・商ややっ㌧、て行フた信者行列もFW料に破れ、冬南も複

にやわったせ鰐実はと、う客あ町かこし捌友湊にしてもクラス金庫が巨）の

宮野に終果して金賞そ鹿上げたとし＼う患ヒ藩轟は溌ヵ、つた夢で、はなかろうかし

京紫こそ承簸ろうぜク

0以前からノ回生クラス食の現象が云々されてきたが　育め啓求がついに∴

暴威巫醍月の？蒔孝からの／審蘭に喝くことになって軍温ま針日日二間かれた．

これからの発展が大いに兼務されるものやああ．

0画のノ／瀦範一行卸はクラス金の深鶉，学生大会必読観に絶って．い貴慮豪

放寮と有季箪集金へ⑦草薙求Jeデ毛が芙行された．本号部から70名が参瑠

し、その内兜クラス娃∴之ぎノLで、あった。虫で町．卸で工富のよ80人と金燕も、

本草恵最高の展鷹『耳っ誓。
。冬だ、扇寝首の年を宜膵よリスケートの療蒔－コースが京都アリーナで行わ

．・．●・、∴′　　、・　　：・　・ニー＼、・、・二三　■：！‥二軍．静ヽH∴三・．

0ドイ、ソ語丈篭の試勢が／ヱ冒泌日ときまっt。これから　本の亨も、常尊も

告永されるだろう力で、巻くイブ“の宮にだなんてエ領残酷物議冬めか

0冬に喝して　二　ノえ貫目∂冒からを教皇にストーブが入る媛官が㌦東ヱだけが

間琴でないにしても，近頃蒔辛敷蚤の空席が倍加した廉である．

泉さにも笥けず、．怠けぐ廿にも莫けない為し、男鹿と竃養老もって亀田を慮

ろう，刃＼くいろ小坂は牒用からどうなるカ＼わからなし、，明モ‖ま明日の乳か、破

く。

0怒号のこのこト∴十一で遽べた鰯に強化教室メロの￥二号‖二一，ひYリごとソ

とるする藩番きノ′トがすぐに設けられた。ゼし、ぜい可愛いかって下きし＼．

一武ト



腎

が′　そ

勝く工

、輝線

：－：こ一・；上

観客を

）常寮生

を蕗・に次

i雨もi衰

亡　ノノ）の

＼7）うか．

ついに，

）＼れた．

で女子わ

、常尊も

≧だけが

日を送

寵．打破

・、、、

下さし＼．

立、悠貴さ三景う
1凰窒二．松　尾　嘉鹿

これから文化祭を見て感じたことを嘗こうと怒ってペソ望顧ゐク

エえ首・青汁夜祭

△藤一に蚤ノヾスに乗ってエ薮蛍部に向うり（工富学部へ巧テくのはこれがは

じめてやあるっ）奄バスは蘇りめれないし、なかなか繁り心巧がよし＼り　し

かし∴工芸と繊鮭がこれだけはなれていも引去全く不合瑠なニ￥である中

門を入ると、竜駄健草野とは帝同気がカ＼なり逢うように遅えと。‾P日、こち

らと比べると、ずっと礪かもし＼ような噂じがする。これは首夜祭とし＼う療

殊事槽‾かむくるのであろちか？

体育館から鼠など轟の首に大きな重昭（塩象歳磯路の摩卿だそうそあ為

り）　が虫菜っっある．敵組学部で退、煎りこねいまわづても、新登など蒐

えられなし、ことで、ある。これも工首におられる方⑦音が繋双をもっておら

J・．＼　∴　・’

i暗協まで，モギ竜をまわって隈ごしらえ㌢ととのえるジ　この間ビール

ざ歓んだリ、球妓大谷の薮彰があった■上智，一大し＼に気勢があがる少　し＼よし＼

：・～　ヘ　ソ　　∴・二　一、′二．－．ミー∴、　－J　・●∵二∴∴・・：1、、ト一、・・

一患って怠東。ああ容赦牒一騎ぞあるか　それから歌を唄ったリノ　771¶クタ

ンスをLtリして鴫屈を過す。

〇　　　　〇　　　　〇

ヱ3日　∴丈▼化祭工

号楽祭があったのだが，j卜を多産にて固くことが炎宋なか＼リ「ニのは本望に

再会である。（害し＼観望するつもり　はないけれど、撃殺へは煮ていたのや

す。）

0　　　0　　　　0

人‥．●　・・∴：一・で：‾

箆蛍でC工の討「ナ〕Lも細めないJが行なわれだが，牌の乳ヒ折で、緩、

芝砕着は賂んど　回生で　ス洩塗」まチラ京ラ、3・隠屁窒はえ～3名あっ

三かどら甥＼という状態やある。（閻逢し＼であれば．牙ワビし書すり）魯義

金の方が「なるべく／針生は詫蟄璃及虻しこほしいり⊥　とか云われたが）

こん射某感そばやる気もしないのではなかううか。せっかく【生藩命やっ

てし、むのFからもっと乳に棄てもよさをうなものだ。ただ韓一間がなかった

一・31－－



1

1

とし＼うだけでは確聞になあなし＼と寒う。＼大体におし＼て、畠冶金醤体バ牽蘭

㌔
、
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翫
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二
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㌫
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翫
紺
　
、
紙

上
巨
ト
ト
十
言
上
こ
．
仁
巨
仁
巨
－
巨
巨
と

に吋して簸阿亡をあったようモ㍉．もっY努を入れてやもべきではなかろう

ヌ、一級学生ヒついてもノ　学園祭とはどこかノ＼彪びと行ったリー　敏行もた

するために吉筑けてあるのそぼないと貰う。

／蚤すぎ七工芸学部の硬熟を鼠にカケった。

放職者功覆面■棄験などを最為と、わが餓線化学風と殆んで夜わらなし、

で、ぼなし＼かと澄えもような内患であるJち覇射立の人が素て楽明して下さ

たが．ヰぼ合ったような、分らなし＼よちな一一一一一・。

藩棄組の敏感展示はやはり専門だけあってなかなか立強攻ものそある．

渾削りな凄和ぐ？）の青等繋がをれでし＼かが′東金な永ら牒本では号令の嘲

み幾ではなかろちか．

驚嚢料で烏、カマY威縛が球心造べてある1さけで、寵鯛の人もし＼なし＼（

人だけ女の人ヒ説礪してし＼も人がし＼たが）のぞ何が厨ビ乃＼三っ妻ぎ！】命らな

展の芽ヽ行くと，ガラス膚や）し＼ソボなどが沢山置いてある。どれも葉酸を

不足してし＼為のそもらって行こうかども潜ったがノ　もしも管掌の楳忘であ

て案療車にわれセリ弓るY、これこそ語るは薇・固く烏鷺の物語になり之

だからや、めた，

色柔蕗のローケツ毅はどこも大入り萄詞の医渇である。（櫨さ　えのうら

んどが甘塵そある）こんなこととナつかってし＼れぼ、ノ　葉酸を七希って東て竜

一か撃墜のような顔をしてれぼよかったがノ　常余寒金ク

竜温風で＼はを軌ニパンフレットが覆し＼てあも。積に「と、う智＼ご包喝に£

リ下乏し＼⊥ど巻いた鱒が＿ある（こういう囁金は、讃昌いうが、蔑むまいが，写

てもらうニY守こなってし＼ゐ〕（カで－覇蔽って車へ入った。入口近くに終笠

のようなものがあった。よく見れば材のことばなし＼平安藤代の絵萬・嘲日とタ

ヒしただけのシロモノではなし、か㍉　人間巧知悪というものは、この濯渡し

驚最しないものなのであろうか＼？　その蔵で倉ゞリ耽亀を鼠たが色彩など

カ＼に考レイであむ。あのやかましい毒喪がなけ和ぎ、もつとよいがと溶っ丁ご

覧憂慮親疎の最泉を邑勾ことが出来なかったが．株高「ブしシドシ、ソ70

髪見た。あのような庵級数蜜があったらなあと篭った，ここでも麓敦．の簑

海谷せざるをえないク

エ竜はこの他で慮ることに写る，衷門を奴ながら考えたことだが、何鉄

泉展を頗樋的にやろうとしな乃＼ったのか。これ亮丈ノ匡‖巨だ旬＼ら云えるのか

しれなし＼がノ　C泉生は少ぞ泉櫨が嘗Fすぎるのではなかろうか。あるし＼は合

やる象がなし、からつがしてしまったのか．忠笠寺の都各がよくなかった∵ビ
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～バ守蜜祭

拍＼ろうか。

え狩したリ

）らなし、の

ノて下さつ

卜あ葛．

ら命ゆ囁婆

．＼なし＼（7

日命らない．

も東検量で

腎竃であつ

こなりをろ

のう　ら廼

素て・亀菓

台唱に£汲

いが．すべ

くに終電．蕗

ト　‥・一、

の産渡しか

色彩など碓

ヒ濡つ丁ニゥ

ドシ、ノアク」

施敦の蒙を

が∵ノ何奴C

′二・二、＼・

為し、は金森

カ＼つたとか、

祭司が短刀＼すぎたとかし＼わし、ろ啓客はあっただかうが′やはりもっと頗極

毎こぞる首毎日こもっていくのが表号ではなかろちか．素早はきっとやろう♪

今くえらし、勝草電撃ば力＼リし、づて，茨と悪くなきわなし、て73し、■

0　　　　0　　　　0

ヱ∫ヨ・文化祭Ⅱ

ノ洛すぎ菅．夜に狩って，ニっそく釈蕊「キューポラのある町J　を見た。

竃活況直な見るのば、これが堕誉れてかわこ東軍という勘定になゐ。麗筆

和二はかなり沢山の人が入っていた．外郭からもかなり烹てし、るようだ。

もう一女「甘し＼空清」を免たが夜食ながら．蟻の詫象な好戦で、は．材虻竜

わんとしているかとし、うことはぶわか双面の顎もわからない．これぞは金

くどうにもなられ。

そろそろアラこしでてきたので′　この辺でやめることにします，

みなきれもノ考えて下さい

⊥回当了‾放田　海＿吏

十二宮になり．本官も，もう葬り少なくなった．

三て．この養上を椅リて、入学以東約9ケ善‖閻洋二，気のつし、た事や、今考え

ている事を、本営蘭の藩を主等巨こして卒窟ヒ述べてみよう。みなきんも′　よ

くをえこくだきし、ク

気ず文化祭の嘗沌＼ら書こう，充やノ回生は、女化祭に際して，河らかの参和

ぎ了忍べ＜′　動を企画し1クラスを挙げて、滴及上の帝闇やl　衣鷺．東急液

量カ′相成にはげみ、多くの醇画と。賛同を費した。にもかかわらず笥日永々

二員を見てし＼た人の教はC了聖生喰くど，十人一足わでであったク　勝ちの磯を項

ごてJfの動に於ゝてもJ　似たリ　よりたりであった。偉容の登刀の懲吉宗を肇めら

す∴男＼ったわけた㌦しかし横のいし、たい事軋　その苛ではないや　本当の竜疎

で壕を東壁させたのは、あまりに多くの草生が文化祭（啓感祭）の意義を鷺

寛しているとし＼う苧賓であるク　媚けずっほっにし＼えぼ．草薮の大部令は、曇の

考宝には、まだ寝てし＼むかノ　叉は、どこかに慮び仁術・ってし＼たので、あろう。

函雪祭に於・ても臥嬢の碇象かこ軋られた，つまり，尋′互回旋臥　鶴んど沓無に

芋JL＼求唇であった。礁ら侍、それでも切曽蘭の⊥計である声いえようれ

立案の媛濱と′　萱喝閑で、の増車とを′　あっ蔓り割り用つて行数するの暮それ

吾華そはないはずだ。将に今賢はC殖産も開けなかったく、らし、モカ＼ら、もつ

と馨った面で参、厄できたろうに。どこうそとヒ述べたような二状簿は昏年額逐
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還晶

されてし、るのぞはないだろう乃＼，もしをろだとすれば我やノ、え回生こそは、

今後そんなムードに懲まれなし＼よろに．今から許に儀じておこう。

次に本号軌二終る百冶藷勒単について審こう．

本替感が、同港清観戦二蘭して無気力であるとし、ろ事は′留他案に髄めるセ

ころやあろう。学監丸各にしても，いつも，温足数あるかなしを，食くなげ、

かわしい次官である。塊状を打開する為には、小芝な単ほでの嵩し金・いな耳等

つ事か何より′汲蚤であろう．相人として、そらし＼う事をあまり希える暇のな

し＼我々だか＼らこそ、かえって、そのような添し食いを利昭すべ亨だと貰うの

であお，鶉やを、及桁教育に外為－職の慈恵となる事から守ってくれるのも

、そのような姦しもし、な通じて、色合の捜畳を確恕する苛であ呑ヒ思う．

／昼唾は．その意味で碁歴一回クラス計顔合せ，定期的に行なう尊にしてい

るが＼：を汎牒句巴のクラスの刺激になって、牽顧金庫が、ノ　鷹凝＿附に箋し合い電

路とちとするムードヒ官まれる事を婆あものやめる．それとはまづ、、兜や宙

覇の／回生クラス音十東金が模範均であら庖ぼなる蓋し、さ　亨，4回酎二とって

は「本学腐生葛も詔リケなし＼のだからノ　今更何も虫釆まい」とし＼う気轟もあ

ちらが横が思うに何も白倉が在学してし、る内に確頑が衷硬化これないので、む

いいではなしヽか，牽蘭／ブくりとし、ちもの法，長い茸日夏逢してこそつく　られ

るのだから。むしろ上飯生の人達は、短命尊が硬礎への底の轟火急となし．

芝の塵銘は、後輩鼻にまかせて卒業し．率二条後も、あたた解く本草蘭紅見守

ってぞろうとする乳希になってもらえないものだろうか¢表替蜜ぼ礪頑が小

乏し＼だけに、かえって、これを壕頑的なものにてる可敵艦もあると慮うク

義しぼ、菅生大金の奇にも営為が、ノ　まず裁マは頚凝的に参加しよう。塵．鴬賂

囁きヱいてまでやっているのだから．仝帝が盤奇才みのが当惑であろう．又

「捜人の鮭藩になるわけではなし、んだから、八の事に干渉守もな」と逸って

し、お人もあろちか▲　彼等は，恕席巻塵に対して、大きな鑑落髪及ぼ’している

のである。つまり穴蒸着藍の脅し＼学は．大倉の乳厘をっぶし，又その大会㌢

一部の人の意乾を及択したものにしてしまうからである。

次に、混在の菅生蜜勤、及び現在の大智壌反対に関する電路各の塵敵軍につ

いて巻こう。混在大電法をめぐって、、菅笠の及村擾勘が盈日行こなわれそし＼

る〃車貰ノ大部命の曽痙臥丸管弦が　勧化されるのに頂対してし＼る，礫宙

黍も褒リである・ところが，究意の萄賛塵の行動や．お箸画の曽着金の方針

には少し簑向を二時っのぞある。　とし＼うのは、希学塵の人々や匂裏金夜襲の

人塵は】事後髪よく液鯨、珍味もせずに．募施にらっしてし＼あと惑われるか

らである。これは、大部命の菅生の啓▲ずるところであろう．ジグザ、ムデモを
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専＿二と竃と、衣風上の温藤堂こうむった人は、文句なく藻琴髪泥くそあろう

テラIl千‾服‡＿モミ憲てこ二言三千十十十十二‾二十二十三㌧†＿二十号享子一子書二十IlT
わでしそし＼

・る，礫膏

漆の芽劇一

・金夜景の

．われもか

、ムデモを

㌻
賢
輪
姦
座
臥
紅
敵

∴　先々は木曽観の｝貰であるから、摩電kより急とまりのあるもプ＝∵する

べ∵至も′の（例えば号磯祭、クラス諌観客）には濃尾的i二番申しよう。

憲≒　苦し思し、の壕を脅くもつ事によって，眉互の理解を深め、協同堅藩や恵

隻を繁り、又ヌ土谷の盤一歩に選れないようにしよう．

茸，毒晃今の誉壌望敏を放鷺LJ　より底辺のあるものにし、ヌより蒐カのある

息或げこしょう。
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し、わいわと、敦のわからない事を述べてきましたが，横の遽べてきたこと∵が

少しそも鳴ユんの考える席料になる事髪希嘗してし＼ます。

蕗がここに普こうY Lそし＼呑ことが京してこの槻同感瓦の笥勉に痘するか

どらブNまわか・）富せん。だがとにかく馨し、て叙ましまう。

温度宥簸以外のことは署けませんし昔く艶にもなりません．（さあ、音喪

の－壊し＼な人はこれ以上託まずに塵凄なく顆の支髪諷んで・下さい）。これから書

くのはテワニ、ソクと青森産の耐寒やす。格に「音乗艦Jと云う厨とも云えな

し＼藤塚にづし＼て考えてみようと思うのです．

ますテフ二、ソクの官は比軽的簡単です食草は鰊晋ですっ　時間をかけて何責

も何夜も頑どこY哲くりかえすうちに段々出奉るようになるので・す，（少く

とも私の場合そうです）だんだん箱がなめらかに亜く勧くようになり騒しい

商が虫蕃るようになります。だからテクニッフだけを沈毅するのなら、どカ

産夜の顛境野項泰で・きるかY云ろことで叱鮫できそうです。こきてこの次が写

親睦、す。二の∵テク二、ソフ亡者廉檻と云うものがかちんで来ます。ころなあと

ちょっとやつかいです，何か寂籍を習う降出ま櫨で教則本と去らものが樗だ

れますク　＿葛篭奉のテクこ、ソクから噸マに寵．しくなる裸習蘭が私宅から与え

られますぅ　ピアノ　髪習っている丸ていの八が窓でバイエル．ヅ工ノしニーノ、／

ナチネ1＼ノナダノ　と去った塵を通ります。フルートならば二・∵アルテ一巻ノ　ナ

ーラーノ　ガリボ心ディノアンヂ）しヒンJドンジョンと云　㌦虚の教則本居

あります。ピアノ　にしろブjL－　卜にしろl　舵のゼ、んな寮蕗にしろ芝で正しく

柴野どろり轟くことが要求これます．この褒粁どろり率くと云カニとも妄言

なカ、なかやっかし＼なことなので、す。初ののうちはどれでもこれに菅野了も三

です。奥粁望竃で見てノそれがゞう云う音である刀、な知り、芝の音を出1一二

はどの籍をどこにおろ呟ぼ志し、か、どれだけの畏二があればよいかkをえ．

その偽り　のニ首を一丁旨がする。これだけのことを一曙のうらに才子い－すく、に）死亡

滞って年号くのぞす，これも一つのテフニリブと昆なでます．常習をっんで行－

くと乾ただけで脂が糸車及射閑に勧し、てし＼ると云ろようになり慧写。切言恕

一つの蘭を何回も肇莞習すればその境目二間しこ指が動くようとなりますが㌦　そ

ろ云う空栗撃を何蘭となくやっているうちに粂痺及射的ヒ勧くようになゐ吟で

す。しかし　之乏　しだけでは充分ではなし、のです，何が不足な⑦でしょう彗＼．

一．jG・
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ねぼ、反り

ニYで■す

紫の鰯各．

う二とぼ

る／ヾ空か。

れぼユし＼
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h　、T．．・j、．

し、わ通る正しし＼1韓親と云ろことです。ではその敏現とは戒才かと云う尊になり

ますっ　私はまく二の素餐敦牒するために一つのアナロ二一を開いて見ようY

思います，札敦的長い、内容のある諒を柁人に園かせるために草生衰して観

む頭金を希えて下こし、ク　ーつの宜亨は【つの音符に対義するとしま丁．きず

稿も奪えなし、で嘩読みしきす。これは蛍に凛紆どろりに牽くと云うことです

。それだけをはその蚤の内容を常き革に正しく理解させる二とはできません

。ゼ二でづ刀もべきか、どこぞ泡く洗礼どこぞ電く観むべきカ＼夏の位ゆ浸き

そ竜嵐むのわ＼，ゼ、んな感こじの芦で託のigよし＼か、と云ろことをよく考えて読ま

ぬぼ、な言上ません‥音廉で、竜同じです。どこぞ、丁かゐべきかと云う二とは豪吾な

ニYですク歌の璃各に町竜評聖恵株から正しtく墾ことがモきま寸々法
紫の瘍各．歌Y云わ　かナないピ転置骨ぐ刀わねぼなりま±ん。正しく捕ると云

う二とは正しく線け為と云うことにもなります。どこで強くしどこであく写

るべきか㍉　これは楽譜にPとか手とあう故号が入って差すしその通り蒋蚤す

ればエし＼のぞすがノヾ、ソハ勺膵芸ノ或射モ＼ソノ＼以前の作為に」王室のような誌等

のない幸がしばしばありますク　おかしな後顧をつけもことは凄少なところに∵ア

ワ竣ント髪おし、て轟を箆むのセ同属ですゥだから兎額と云ウニともよく希え

なければなりませんか　凍三七五う　ことも琶零なニYで寸っ　例えばアレグロど

審し＼てめってもそれは「座し＼感じ上と云うことを示しているだけで了。どの

産の祭主が最も致してし＼ぬかは良く考え抜ばなりませんブ　遭すぎてもし、けな

いし蓬すぎてもいけなし、。執二堕三一一　テンポ㌧血：ニ適はその境のノ檻岸谷袈決

定っ、けてとノ乏し＼書写，どやよちな隠じr力芦と云うことは音素では音色と云う

ことにkt　ます。勿諭蔵本鮒に氏菓しい竜亀が翠求されますがその賓しい青

嵐の中にもヌ葛色の夜化が雀の汚れるのです。このような孝を奪え為より充

にもっと竜▼零なことがわわめです．ヌ鶉－の瘍息につし＼て奪えこみましょう。

幕を何度も嶺必見の舞・が毎を表わ芝うセしているめかを患す義久与そある人

がつかまなくてはし＼けないのです。そろそなし、とそのんの艶む等は何刊、垂で

LL＼ものとなIj喝き芋に感銘を鳥丸なことはできません寸音泰子も同じよう

㌫ことが云えますゥ　これが普乗艦と云われもものだと港うのです。どう云う

恕ビで種髪最度しよそ）としてし＼るのかを腐みどり，それをどうして嵐めてか

と云ち能力のここなカです。だから普凛象には音乗艦とテクニ＼ソクのどわら

が穴けそもし、げないのです。音棄塵がかj正しく喝を確降すゐことが虫景て

もそれを正しく蔑見号奄ことが虫禾なくては岡にもなりません．そ、法音楽檻．

ヒ瓦うものはどら寸γしぼ射二備わ奄ので・しょうが．葉は息にもその昔法がわ

かセ〉なし、のですク　あも産箆急では乾生によって冬られ責了。書らがった素昇
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なしてし＼ゐのき哀し＼乾生なら指屈してなおしてくれるでしょう。童歌な濁奏

泰の腐蚤を固くのもいいこYです。時に短命がやってし＼各曲を輝く須よ正し

い撮衛生するめに役立ちますク　だがこれらはう肖ノ瞳的な古漬ですや　烏合がそう

するべきだと考えるのではなく舷から与えられるもつだからそす。喪章膏凝

軽と鼻音儀だと云うことfニなってしきし＼ます，それならこんな妾を読まなく

ても桑勅からわかってし＼に宮ですよjaa長々と巻いたあすくの鰐教がこんな

とわも。きっ鞍部こなってしきってをし訳飢＼と應し＼言上（もっとも申し

訣∴ないと薄らの底外史辞令やして巧い亡ではこれで良し＼と屠ってし＼ます。）

視産　め／疑闇

1回史　観野　高　賢

路の経過は遷し、もので、はや入管頗叢柳の正胃も替辟かすれば高く蔽軌こ

きてし＼わ〃入学当初Ⅶ草間の転住・カだと確環出家たとし＼藩癒賎啓と箕に，化

写者への大いなるあこがれをし＼だきながら線化教室の回りを樹喪もまわった

リ各静電蚤の戒恕宮戸鎗tにのぞし、たり，諸兄滴が，純白とはし、えないか∴

宅浄衣をきて、ポリマーブレンドとか、、エマルジョン′′　七か峯マ言っておるの

k耳にして摺ヒなく初耳釈数列＼，彼らが礪壕にも緻する1所見をやってし＼あれ

薫、はないかと照り患い生し、軍く留金もぎー仏回生になってみたL＼ヒ艶票その

ものの啓であノブ隼ノ今ではほんのわずかや執るが咲佼寵我欲につかれた産に．

＝償金書などを叢敬していた篤‾乗、藩命手阿り喜各紆余の同語などはすこし

理解し、読むごとに在がっていく，色合・乃これ乃、ら免に宏げら乱た叱号のせ

殊の骸太三一がはっきりとわかる鷹になってごと近頂である二行敏の面におい

ても訊高の女、軍務なれるわけなどないが　とはならずJ　各な畑こ学内を

卑嵐していお札宣寧祭もおわ。l憂い如荷が針圧あとの恥なく堅慈

恵むなしさにから虔豆降・掛二ひしやしと風圧の百合の学園婁藷の鼠剛爛

白！二なってきたのそある0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′、

以下に述べたい示、了すべて自分の考えてし＼る動）聾であらわ蔓れなし＼かも

しれなし＼軋蜜の泉亘まかせてみる9

家産々とこ蔦えばも射ま賢司のみに固執して、がリ勉にな。患い覇簡をとIj

凄い各社に人為た禦．工の〟年間をすごす⑦か－　あるいは叉ない恕味での畠

羞食詰勧・アラスの軒婆婁凰勤で仕草蘭を盲二、才亀は　一・一一二′　即ちこの二者は

一一38－
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この間

かづ、っ

ス・息，苧

ゝ傾き

1・一　二二

才つい三

、1て・・ノミ

本鹿の・

ヒ人の

ヒミ厳っ

ろれい

ノド壬に三

島に－…

百番会う

からし「

し＼わ奪う

号（痛、／

天壌亀吉

の嘆雄三

てまで・う

し啓大電

にどう1

：れヾ上吉亡∴

こlL二つ　革

だしてこし

菅笠にに

だLTこし

フ」なし＼J）

が壬でし召

以上で宍

はしもし

い、・モ．こ、



雨樋鯨を述べた東だがPH出色色観象に葛と束の鶴に蟹の亀があるようと
この硯にも電やの晋臥急ぎIjあいがある・日計生の筒．たもこの商権礪湧く何霊

かづ、っあり太部分は色埼表尽しらべさ蟹わし＼の人で、勒ぬノ　自分としてはクう

ん会・菅生大食堂嵐して脅し、てきた寿えや、正門ピケやデモをもって筏肴にや

ゝ傾きかけたという感だが，シュプレヒコールをしながらもを合の符豹や番

号において確膳がなし＼のであるゥ　蔓ればやはり椙本的にし＼って百合巧唇のか

わい三かわなるのごははいか．柑大学工琴軍熱学宜の一磯的傾屑もその考え

の雫田であるし．監日C科巌産にお3番をうかがったのであるが′　よ〟．ぐ冬頃

奉鹿の母堂が婿に誓重畳働教餌であった境の環塵者や姥太管の箱轟音であっ

た人の貰級の現の粧し首やそれを賀磯として壊し－ヨンの本番㌧疎開人数が急

に載った曹（しかし賓後嗜無の状態にあり　き7号度は3品になった二の争そ

ろ隼LL、桝）、混在の社会槽軌こおける贋本象㊥菅笠亀教義仁清丁も態度空っ

が・引二奮↓てもら言どうか今まで確固に頑ひてでたC舟の為やあ缶と白舞の

為に∴一一・）と淫告してもめった軍が牽常に蒐く心に確り、又ゴ、〟回質が令の

白洛各藩教に反対を恭し小あん募りはでなことをせんとし、こくれリと葛うニY

からして今我々上之星空がえ茸後に覚路の句題が昇臆に担った常か軍をし、わ

し＼ろ考えてみて今の隆鷺を取りうもかどうかとし＼う草を層像してみれば∴前

号（砧は）の3匡持し肢草竜の放言〔最初よんだ革は頭にきたが）がし＼ろよう

天壌最をてましたあとの亨強ちがたこの＼ら何ヵ＼やってやア）うということか＼ら

◎嘆聴悪感があるのかなともおもわれもp　こう嘗し＼てい＜Y竃命を虜檻にし

妄言でもノ礫艦のなし＼應な驚気力竜1こ／奉のわらでもと蚤剣にピーアールお

し啓大官法を紛輝に敵兵しておられる執行部のすマ灯，天密送の法断絶圏止

にどうしても赦刀否もよし＼からという気になってきた自分を豪訝る席でみる

飛鳥上記のような考えがでてきたのでわなク　Yのいっても前者のような礫べつ

コγいうな行領いいノポにもなりたくなし＼し　直当に丸菅生語にベラの花をみい

だしたし＼し、そう乃＼といって後者を全部席簸するごし＼う草も奪えら才もなし＼。

・－．＿　二・・　・一一一・こ・∴：・リ．・、・二・㌧・、　一一．：七・．・・、ミ●三二tL。　tt　ン∴、∴一一、

だLTこし＼ものそある。賂畠的愚朴竃温薮啓が綺ちな－せい守る小一　笥恵とはし、

えなし＼ボ毎かろ新益の鉱に執者するか、正に“葦叔ゝり　のW簡席に埠こせばな

がきれる、智に描けば帝がとっ栗簡二の登は住鉱ヒくし＼のlC壕だ。

以上で気合に考えてし、も．嬢に筆がうごし＼たとも考えられなし＼が一応梗澱だけ

はしもしたっもりであゐ。′鵬日払上兼金袈降療これ乙きた希免輩や司尊号は

どう発えら耳し為かk蜜ほたいのである。

づ9－



3回生　け西　漉　一郎

厚の教を尊る八落日二も

骨子力学．悪者教導む土Cを乳にかける八軌こも

クラブ藩勒′草生1堅勤に没頭する人間にも

私．はなリユ刀ることができなし＼

私にはそれだけの遠さがない．

賽の草庵とは何め同債もなし＼短観をも

政義とイデオロギー之も

人覇王そのま土急きも

私超信でもことができなし＼

私区それほど桑麿やない

クラスー蘭の窺層沌

牽マしい脂整葛の境杏も

すぼらしい雷人、も

めは獲符で讐なし＼

息はそれほど簡くなしヽ一

心こ巣祓う塗しさと

廃寮な本膳感と

ゼ、ぅにもなわはい薮通啓が

私の心の日々の．摩

ノ弘にはそんなものしかない

空風の粗鉄の中で

不穏の餅の車で

欲塞不落の鱒丸の車で

私はたどかたすらに縁っている．

私生殺し、上げてくれも一条の癖は奉凍

芝して　そんなものはなし＼こ吐生

糸ははっきりセ∴　この上なくはっきりと触っている．

「肛ト

∴ミ）　　t】

宙こ〆

′多き

は人の肇

人の堅L

に呼びれ

り毒す自力

昭∴1もぐ二

軍ノ柄で茅

男物嘗な芭

孟1仁．砺

するのて

∴了年令、

です｝　曇

らなし＼グ

つ　まり

し＼ものた

字が∈

し、そつ

それで

ほ）　ス

、・・：・

て舵，カニ等

し＼るくりぞ

おこう、

を捜しに

ト・　　、

偶）ト

飯髪く



我　楽　多
モユ／㈱脚：r

4回室　町　研　生

rり　あわ等

宙aん

谷ある－一つの搾車があるとしま寄、御存知力握にまカ吻苧㌢郵鮒するの

佳人の常であリー　どの腐ヒ到饉許す毒針は八それぞれによリヌ稽衆によりそり

人の堅い立ちにより逢って束ます、モして人はに互に嘗蚤と云う常で、杷木右

に呼び刀＼け．議し巧、けます、切葡萄等ながらこの把の着も閣じ元金にち名目域

り村村日か　奉封紺と「てしてL＼ゐかご、す．しかも鎗やにして二の啓褒な為ものは

把の着にとって寛彦色感である翠が項目、ものです。でもその吻撃が竃売上力

苧廟である澄沌まだしも墜藩は′かく利益が雉常に脅いそ、しまう、だが．モカ

湘軍なあものがり尊顔′ど義　現象やあも瘍各、芝の判断は鼠や猥捜となり

孟守一′　桝へは’める行動を支斉はすものです償参加はしなL＼とかヌ逢i二参加は

するのてごすが支者はしないと云う署もふく諺も簡捷かそ丁、縫って啓豪をす

る磯谷、その諸手の冬その環漁や採健と云うもの望よく知ら長音、ならない萄

・　ヽ　－●　　　　．　　　・　　　ヽ　　・．、　　　　　　　　　　　　　・　・　　二　　　、

らなし、のですい

／）芝目弓手凋粟亨なりノろ珂断髪下寸のそあり嘗家老と云えども左右Lがと

いものなので、寸．

ばが自今が痛じてし＼るかぎリその儀怨を姥に軽幕するべきな′カです、一府も

し、乏卯差合が頂にしわられる韓常で、初を場合入店つし、てこないで・しようゥ

王宮しそも経常的にはお互に嘗覆された肇になるのそすっ

工い：・■∴

月）　ス軍

入園七もこしう，ヒⅥ＼く物音にとらわれる頃頑があ紅　めゐ鞭翠七とら山風

て他か寮が頭の守みに度し＼やられたときし＼わめゐ′／スキ’なる穣象を窟して

し＼るので、ある、例はどこに杏もころがってし＼急が榊や冷夏直のも睾はや吟て

おこう、人は鷺にJeがけ肇の電撃により虎でにではあるがこのス汽なる現象

を麗しに＜し、滑車髪作り上げ、奄事ヵぐ虫莱るのぞめる、ここで逼藩や埼ぼなら

ぬ率はス考と魔神繋中生混司してはならぬと云う肇や初るq

おれリ

／芯）抹頼仁カ・必ふむ

飯泣くし＼′　漫てれぼ篠糾二二或　はは　命命　篠路LL象る。そして適当ヒ金があ

ー4卜



ij、産む家があれば銘魔JL、攻落虫来る。何ゆ不足もなく′寒味とか数壕と

かいら衷簡約なものに醇閏を蒋賢し．河の厳しさもないノ　ただ敏昭的はを治

を崖も小市民簸法人酢こなりたくなし、∴夜襲の我々の■同感を常夜してみれば

離村に敏明的な人間が多い事か、厳しさのない人をってつまわんものです．

講座牒‖日豪敦
3回を　有鬼　利　雄

遇薪「葱を笥　貫浄Jと富商分与化学葉酸、ほ琴線線審簸工．化牽繊健賓壌・

Ⅱノ　碍釣竿五代年賀療・．滑硫化草案簸、化学工学実験の六つのこYをいうの

である。これは各々町卦研，茎崎帝、由も研、儀容研、林蜃訊　島原罰が褐

会しており、時局賽のような藤閲で豪勢するのでなく．一つの賓線審に縛れ

ヶ国ずつ，一軍閲で六っを回りおえるのである、これにより各々の賀殊の一

端をでも如上　ヌ亀や功研忘憂巨知って行く．ニ甘生の終りにわけたゲル〟

アごとに各研猛毒をまわf上　えらい迷惑であろうが，色々な洛賓をつがし

ぎやあざぞあ漁・ぎそれでもなにがしかの短観はつけてし＼くので一骨）る．

麻屋研では昏々なものを務博をおって金戴する誹に対し，賓志研では一つ

のものにつし、てのみ良庵試験、監蟄嘉冷ま予審しく諏べるとか、町田蹄で軒

琶芝使ったリして竜合の反義拭橋を讃べ′　宅宅静ではあるものを将彗丸亀に

琶合しそれを軍際に終灸してみたリてるとか、化エ否は泰宣硬とか充填塔Y

かの葵験の∂虹ねノなとり敬誓約な方法を開いてそれをまとめると」か、化繊や

は常闇のパイU、ソトプラントを閤L＼てパルプクからヴィスコースし一　ヨンぞつ

くかとか云えば韓蕪にえ＞かっこうだろう。菜闇射ヒ鱗で繁衆がう青いこと

いかず碑産くまでやつヒtj、化1で∂亀壬久　茶毘そしポートが琶けなくなった

リ、林、最新‾ではげLL＼贋をだして葛野鼠蔓の人をし＼′ドしばしたりJ町研一否はほ

と紅ど追加し　がとれなかった軋　一驚恕野杏は最後に収亀が少なカ＼っセリ冒激

がつまったりで転艦事こ験にバグバタした－jそサンずンである。（浦宅帝はま

だ困っこなし＼が寒椿しています，）

葵韓というものぼ騎阿カかかるもので．簡素を妻ぼって賓験しよう軋　冬

休み返上ぞ竣産くまそ賓験しようがつ讐ることはなし、〃　うかうかしてし＼ると

かにらのつかぬうちに茨の伊東蔓へ行く項になってしまい，いかにレポート

をかこうかど香登することになる。少しでも薬療が虹がしいなんとぇぇ乃＼つ

．．こ、・一・．．．　∴　　こ∴・．∴二・・、．・、一・三．＿　‥、三、．・ノ、二・二　′－∴

～42－
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しかし本当ヒ毎分の勉養のたりなさを欝ごて，もっどもつと勉愛せぬばなら

なし、と恕ゼるよう1二なってくるめはこの璃弟、めで応ないだろうガ㍉・と守こかく

嚢験しても覆治が刃からない．髄護がおっつかない．講義だけきたよりこし

てはいけない一　短命ぞどんどん勉魔七渥ぼならないと堪ってもなかなかそう

はいかなし＼。とにかくピーカ岬　やフラスコをニケ〕したり、働くのか敏かんの

か狩からない碩な満磯をし、じくるのむ　曙には尊家消沈もするが語篠栗しい

ことで、諺）あ，

晶蓼
な蕗 汐暮　に；門

腰竜顔森厳、教務に＿昇庇

輝線化学泉合成輝線萄蜜カメ百恵瑞菩幼顔線は／／ぎノヨ宵で・本草敷皮

に昇格これ言したJ　先生は大正㌃隼をれ大領束敷島、鰐愈沌賢京都大

草工学部工貴化学界卒蔦、工学繚七

及華族喜汲行す．′

久牽管領瑚牽裸足東沖のた切白鳥金執行部め呼びかけに靂じ、て去る

〃河ノ　甘食冒二慢豪族衷塩草を大倉に浄いても承褒され，彗竃の親密学

部直告にも一拘わらず諌行された。しかし／、ヱ軍聖が項榎韓にデモに参

和したりしていたのに叱ヾ、音、∠／回空は慮壕に入った繁藤、の親衛鯉は

琴東署は嘗牧で変らぬ状健だった。

戴箸、かく戟

令軍もス呵茸の如く球茂夫合が嬉これ′　尭料も各遼冒仁清、渡したク

⑥す、ソカー　∴ノ・え回生チームも3′〟＿回生テ轟ムも顧ち温み、潔癖勧そ顔

な合わすことになったが、凝長の熱戦の煮ぎ・扶規整チームが優勝髪

渡った，尚吉雄宵宮テ一入は工芸菅郭そり蚤喀千mムをも破った。

㊥バレー）　いえ回壕チームが党肇なヰ＿ムワークや偉魔し，これも

工芸菅部の藩奇にも勝〃た。

⑥卑戎；試金談から篠番の痺び声高かつたち牒回テ｝血は予碍漁り

簸塵いの盤コを示し専政はC脅・年という例年のジンクス通り￥なフた。

⑥ノヾスナット；／・え回生チームは塵鼓してえ位と獲痺したク

◎野魂・宣凍ぼ義戦馨しくヤ隆で賓を消したク

ヌ礪天をっいて行なわれで体育祭ども仮数行列の榎壌富戸．裾束に奪

一43－



めれるとし、う電庄わ法（？）もあったク　来客には頭漁ろうゼノブ

リ舅　にし

葛だ暮し、、殊だ勉学だ、こし＼つ乙いる車にジンブルベ止の青凛が巻

に逸れだす順とス官戚リけり、／首里の車には京都で初めて考＼㌘迎えら

れる人もあろう、京都は仝く泉やえのする町ですぎ．金叱藤原の大湊

ノ性気嬢ヒ加えて比叡山から吹きすさノ；嵐絵素も沌もを鱒⊇すだろう■

、人の葛で・一考、隠しました∴ごし＼りことにならない康に．

こ乃醇喜んだのがヲ芭ノ）コイユん、池のベンチに富まも榛やシヨナ7カラ坊

主は貰なくなったと、九蘭杜くまぞスイス1と泳いだリ、頓喝に繁牒

散らす音声とはく石渡の頂で、時軌まづ、れの詔故意三や竃合っている㍉

コイさ赦放っておし、三国へ帰るのは準繋弾力、聖票、思い舟こすものや
けど海産や鮒鷺谷．二義われて俺へ上ったわあかんで、なあコイきん。

［函豪哀動産の感盲「

錘賢椙評を博した織鯉蚤を素草々かうどし＼う意見がノ・ズ・3回生の闇

で奴て末てL＼るク車′巳となるべく3有産はこの蜜し＼ち軍くこのことに

ついて¢意見の英領をした♂　3回をとしこはやろうという藩志を殖ん

ど全葛がもってし＼た関をとか現横とし＼ら息に〟ついて∴はノ・之回覧を含め

と変希拳貴会など笹森単一することになりそうだ，ど珂醇に通寒声へも

桑通観に呼びかけるべきだ。どにカ＼くメP　となれで冬頃が協力して清

一堺カニと包すべ雲である。

ゆく茸、くる賢 ・二∴・・

人類の平知と繁韓の祈りせこめて研けた／9品えをも勿まうところあ

と十g有余となノノた．蚤濠の東面職の歩み寄りも大きくは旛最せずノ

両硬膏でも従庚β自国の主義を主罷したに量り，鹿感として兼亘ネ薦

⑦食は奉らず′　郡って彗ユーノヾ閻愚では－醇戦争への蒐衆客車も醇じ

ニセた。雨嘩官主！払はいr二万六に台画の包恵三の副慈欄孜に固執する

ことなく，全世界、全人頓の平如、商社の為仁恕歩すべきである．

伊東やは不完全な世界に注んでおり・不気合な醇準でも置け入れるべ

きだ』とし＼わ或塵軍務應最の吾桑富岡榛名はよくかみしめてみ虻破屋

があるタ　掌の薇に店毎草「蕃草こそは」と．希望七枚恵するのが常であ

るが貰箪こそは「今宮は儀芝蚤であゥた＿lヒ番える隼にしたし＼ものそ

める。
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優董讃養
1回童　女贋　武　久

盲Jtィ、ゾ客の！落覇に，登竜をやり出した々　そこそ新設誓書のホコリきはたい

て．通観して丸た・ぎっと罷んで祖て華りスト聞入にも（モリスi、な相人と

して奨めるの迂戴や華卑リスト為の埼一緒やあも，）贋準を引かれとが　こら

に窪烈日二横二の～じ望引し＼たのは、あの豪．‡刀り著Yして名貰いユダであった。彼

は撃めく十二梗灸の車で蚤も最後にもぎまれとでおろうク　ペテロ（シモン）

ァンヂし　てコ）、∴ヨハネ、ピ　甘バパ　パ、ルメ了、トマス，マアイ、もう

一人のてつて・、Yシモン及びタダ1の徴で。被の産／衝はそ凄財政拍子晩を習わ

れノ　食磯的な蘭を受け一存っ＝Yであっとに逢し＼なし、ソ　級は何敬，終葛に蜃誹

りを三宅せたのカ＼？　そうし、うう寛案的なすポチェニストでありながら．何故イ

エスに長し＼同好の梗鑑と天に．縫っくきたのか？　ここでイエスと、便鑑亀

との韓素について－カ電刺の屠蓬につし1て－富まべておくベ至であろう。

ユダのみで、なくユ　タ卜の度鑑産もイエスの観世における叡功への緩い信仰を

眉上ってし＼たのだ。暇寄港患リ痺く主産空曹叔ていたのだ。しかしもちろん、

この一だ態様初歩の紋藤に軍いてでわも。「女権に平和堂成せ、ん轟にさと終り

￥欝うな㌧三打別こあらず∴かえって剣空撮甘んが為なり。い、一一（マタイ嬢）

こ、カ言葉が1エスにより梵せられた乳　化の者はイエスろ閏にひそし殖庭

を　慮象的にも啓じ線たであ里。しかしこのあけれなt硬質的な男はイエ

スの殖檻よ≡jくるきびしこが孜の，贈しみの盲賓に存在しろも1∵エスによる

世界のカの征服を賓みたに直し＼ない。すなわちユダは，イエスお茶敢為とみ

なせず，蔵敷恵海藻取扱引舷を描っ箪命葛と見たに相違なし＼。

二こそ礫鑑以外のユダヤ人蓮のキリストと晃呑毎日まどろで、あったろうか？

二部の嚢を聴き∴牽くのユダヤ八鹿はローマ木刀葦敢ゆTそうのてし＼たが敬

に・薪炭象ノうエス適車に水生釦二鳥る亀裂な苧命象イエスを啓じノもつと衆

琶社会を蔓れそし＼にのではなか＼ろラか了　しかしイエスの賽案の姿－が蠣示ユ

往ヒ隠収雷は櫨の隠匿の掻っ空軍し二・健太コに甘夏どL＼尊れる。二の

ことをイエスは暮れたカモ破、細めのうらは梗痕に之えも，署確約に′己の目的

と示こなかったのだ。「封筈は纏の観の奥義を知合ことを韓これたれど、外

‘乃着はたとえにてせらQ．旅客の果てみず、囁きごヱとらぬはこの歌なり。
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」八一一一一（几男　云　　　このことはイエスが教えを髭し＼た被′　パン髪人々のために

増やし、与えた醇の人々の態度によく風われている。食らし、髄きた車は嘘の

孝ごぼなかったク寒恕なイエスの知慮着であった。彼客はイエスが箋となる

ことを熱琶した。ユダにとってぼ、璃輝のチャンスであったに娼蓬なし＼ク　し

かしイエスは，人々の竜タトな反義にと悪どいノ　山に鍵がれたので、あった。イ

エスの嘗し＼たかった雪目よ次の言葉であったのだ。「東は命のパンなリゥ　衆に

きたも者は躯、えずメ　我を膚ずる着はし＼つまでもかわくヱどなカ、らん，⊥彼牒

塵に篠面をはぎノ　せり．痺艦を八やの前に表わす。「東関を食らい，裁血を飯

む者は衆に覆り、翁も又嫁に為るノ　し、ける矢が允を／つ骨＼わし，充が矢によっ

て射ナゐごどく′　允を食らう竜も鶉によりて塩くべし。命のペンを食うもめ

は、、とこしえに宜きん。Jこの号棄により躾に晦ってきた多く　の肴がそこで・

愛し＼たク　あの裳れな男．矢婆させられた乳　一杯食わせられた胃はユダ守言そ

の堪りを野に琶んだゥ磯村肴イエスはこの降軋　級は譲により敵ヒ引き薇さ

れるか知ったので。「1三星売る者は教なちかを短リ給え奄なり⊥（ヨハネ瓶）

この時から　エスと戊吸塵lろ地主は鷹苦ったのだ．魂教場には，滞ヒ由か

って何も言うべき書簡の叙つからぬ辛苦ビった十二人の男のタトには、篭も繁

っていないク　イエスはこの爵一　滴舷を唱えた人膚的な、余りにも人風解な電

鷹に苛わた覇を乾する。「汝鞍も去らんとするか？」人々に二愈てられと纏の

㌢外心やはどうであったろちかソ　しかし餐熟な穫楯萄ペテロの番えが主を

務める。「主よクわれら港にゆかん。とこしえの命の竜雷は汝にありJ」苦し

みにあふれた顔に十一′乃顔がぽはえむク　しかしのこ各一人の顔はどうで、あっ

たろちか子増し叙と東リのまなざしが．主の妻琶曇えぐっ　たに偲盈ないタ　イエ

ス盲芸つぶやかざるをえなし、，「滅、オ峯十二人短えらぴLにめらずや7しか

毛‖ニ封蚤の車傭人は零魔なり」■一一一（ヨハネ偲）　ユ町二とつZは1エスの神

慮などどぅでも豪勺＼ノつたの仁。それより強堅写る張力な刀の勧常を欲してし、

r二のだク　ところがイエスはどう宅ったか了「入れ子の凍れ庵ぷ∴　多くの人の

－　．　　　　　　一　　・・・●・　　■＝　　一・・・・‾　　　．　、ヽ・　・・＼一

次にユダが、ェス乞壌閉った菱篠鮒な，澱も私製な頃毎日まもう㌦つあるの

産。舞子塵は1エスを挽く敬繁してし、たが為に，殊の鷺を各々猪占しまうど

藩執的に又は慧葱観にあらそったに塵いない。姥のものはともかくノ　その各

確約徳井室蘭を卑っていたが族に、数枚的な同塵のために，もちろんそれだけ

の寛恕の才丈で、はなかったろう頂く、↓　落手の一人にカロえらyしたユダには．イエス

か撃は食り産くいきとどかなかつT二に渡いなし＼∴裾線驚そのものであったイ

エス遠　海にこの‾象れ竃零を零していたで初ろう。しかしその蘭は廟が人の
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享を督するきびしい愛一芸、あったであろう。ところがユダ成瀬姥など竃にとま

か給食硬的な八渾沌あったク　そのため毎分が賛至れてし＼なかったと常に悪い

こんでし、たに逢し、なしヽク　ー首鼠鮎な店仰考であった化の枚徒塵とり　け三三、

ネギペテロ題目言、絶希にイエス巨額ゆ与Yして敬愛してし＼たが故．枝の鷺を

強く啓ビとってし＼たのだ．又イエスはそらし、う循草を碑の羊の囁葦を超え，

醇には人間的にあたとかく質しもしたであら。ユダは＋分に主の管と受け

てし、ヒ化の侠免亀甘心の底から壌二億していにに超遷ない。合理的にをく行動

していとが孜に，常に愛ヒ飢えてL、た甥は、希に壕に叡尊であっrこ．柊升廠

輩の顧みか2なりの療一亀は，濠膿め晩きん¢隈に寝る。この済まで、にユダ隠

軒家を藍痘丁の臣±けていたこの努はイエスの領空におけゐ弊廉を最盛し－

イエスな七三もカセしようと計もパリサイ人々ユダヤ敗の祭司運と取り言は

ましてし＼た。祭司塵はきだ数名三筋なイエスのノ悪筆著轟が薦る人やのごったが

え寸、丁ぎこし′の祭のおこな捌tこいるイ工ノしサしム㍗イエスを温哺するの

を静江ていた刀だ。彼尊はイエスが養木魚する場姉を由っているユダと取引

をした。ユダは常に帝劇者たらんとした♪　欝に致着たわれとした。それが敬

に脱退戎腎での帯封を信じイエスに絶ってきた。ところが主は敬に教法葡ど

なりづつある。このような明白な論確のもとで、パリサイ八達と銀犯紋の取

引乞するのに伺，のためらいがあろうか？　しかしユダにも畏／巳は符夜してい

た。消えつつとぼしくもえていた。勾及ぼとめりってし＼た∴

すぎこしの賢の晩さんにおし、て／仁エスは彼の覆した茅手鼻とのこれが最後

の絶えんであることを知ってし＼たク　十椚八郎隠杵な亀リ嘩く魂烏牒伎烏で茂

め影。しかし最軍づエスは把の…人の魂が奮敗の喧し＼に慮乙増ないの「まこ

とに汝簿に告ぐ。汝峯の内の㌦人衆生怒らんり」（ヨノ＼ネ伝）額の毛のよだ

つような花祭が聴L＼意蘭を支離写る。めし、めし、蜃己の良心に覇い緬）こ伺う。

「我なるかア　折じて允にあらず／⊥　牢リストの丁や覆車に靂してし＼たユダ

の芦がノう＼るえる¢「蟹は、戴なるかア」あ＞この豪れな男の心車はどうであ

ったろちか子城はためらい容れもがいていたカだク徴の当外れのくやしさ．

、m r、、、．、　こし　∴・　．　－＿　●、　　．J Hン　　∴　：・、・．＼

いたのだ。「封の言えるごとし。上　宝は牧の勉恵を引き渡した∴　ユ釣ま絶対

海の言葉を圏いたク　ユダが主の親し＼七あらめる数えの車でも，これ慮絶対絢

に倍じと吉葉はなかったであろう。もう締めT二のらし＼は消えたク「八の盲を

罷る着はわざわし、なるかなつ　その着は婁れごりし首よかリしものをク」（マア

小伝）浣選俺は誓約なかった方が寵かっとというのか了翼い鰭瞥啓、ノ感しみ

がユダのきじなえ〈、為。イエスの右には豪鷺の番手ヨノ＼ネが与の南に覿しげに
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もたれかかってしヽる。これを鼠ユダは七飯購‖こなわんばかりぐあったどろうノ

ユダは主を驚した，ところが嘗至れなかった。蹄という牧園．／主のさびしし、

濠はこの石のような男㌢やわらげなかったのだ．きめ冷い芦が藤い墓惑セな

った戒のiCにうつろにひびきわたも。「漆がなすことを塵かになせク」（ヨ

ハネ播）ユダは立上り、芭衰γ実に永スに画風する裾二祭司のもYに頸二んだ

のどゎ「ユダーつまみの食閲を受くるや凄やに虫づ・潟は夜なりき0」（ヨ

ハネ伝）被は密命がr更に、わのイスカりすテのユダとして．あの襲用リ者

のユダとして永久に固定きれ為とは，そこまで電リスト髪言落属していなかっ

たぼろろ，ところが親局牒リスト竜の軒では、壌切り恵といえばユダヒすぐ

彼がちかんぞくわように，哀れ庖この男成γ史という観かこれえぬ芭太なも

のに韻くしぼりつけられてしま／つてし、ものだ．千二で唾の蓋し、たいことはユ

ダ踵成る雇．零し＼東や1あらゝたかもしれぬが．紋に現掲八とあまりにも似かよ

う点があるが敬に、営紙にノ倦むことが虫兼ないということなのだ．娘の捲っ

てし＼た、会務慮．その計算のたてかたの巧さ．常に勝利者たらんと簡う気強

、韓に褒己の利益を計爵して狩簡髪汲める感度′　そして雷致概してし＼ながら

常に覆ヒ飢えてし＼短句の零れ鳥人間ユダぼ、なんと多くの賽温泉を発等礁武

人象希っていゐことかて　このことは言いかえれば′　尭尊はユダセなりうる

翠素を薙常に冬〈慮ってし＼為とし、ろことなのだ。允等広島基に盈代のユダと

なりうるのだ。かつ又、鼠に何と多くのユダがお寒エー上　成東と行動してい

ることか？　苓ノ　ユダ以下ヒ富わざも髪膚めだちら，ユダの為に弁じておく

媒ノ級は備に敵われたのであも。彼侮LTこのそあわ。イェスが姦コ汎ヒ綴覇

又、あの盲に対すゐ慈恵は鷲がよ礼がえっためだゥ「吸はその領を電姉に接

げ寸てて去り、ゆきて褒わくびれたリゥ⊥（マタイ塙）　僕が声立入にして

融がたいのは、艶々が農民のユダどな県　蔑拭のパリサイ人ノ　祭司塵に新開

され，竜太なあや言わを犯してぼならないといづことなめだ。ユダとまでは

し＼かなくても、もつと恵易に丸々は、綬尊宅・舞の草を璃し，1∵Lスを1－号現

にノつけた、ユダマ八となれるのである，刀、のビラトが毎竃の草を汚したくな

し＼と－1エスの由だつき，允は繁なしと登竜した韓匂、公象亀の画び軍を況

して忘れてはならなし、．あのようなあや烹ち髪してはならないの淫。何Yい

う堵らしい叫びであったちら。これを封弼し‾　最彼登結ぶことにしよう。

蔑みな各へて害う「その短は、我らと我らろ子孫とに膚すべし⊥ここ巨ニビ

ラ巨　バラバ恕彼らに放し、イエスを十字牒㍗二つくる鞠にわたセリ，

マタイイ云よIj．
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繊接合の〃ヲ汐が＆’妄達ろう

3回史　金井　政洋

し＼つものように〟Cん読′㌢駄賃しながらこれだと患った。賠苛の笥J旨す軒

頸マが荒亘し＼よりよく痩琴し、学園を舌をもっと豊かに、そして繊線化琴ネ

酷農の為にこれJよし、ゝものではないだろうかと習った．

確定縦線化学ノ料の車嘗史の同窓愈￥して「線化金⊥がああが→　在学生の樹

にも何かこカような上野がば啓ではない炉と習われた．。

一回生の職で、射水曜牒委し＼養二痺喝を利褐して‘′ホームJL－亘り　のようなも

のを開き工クラス常としてm閏集めて墜琶してし＼るYいろことだが二七七は太

・、：・　　●　　　　　　一・　ご・－　　　　　　　　　　．　　．

′乃余ったお金やあヌ体香奈の精か懲蟄なまこ合や卓彦クラス豪どして囁壊して

いねが、′芯ームノLで‘ム′ノ　はな刀＼ったゥ　喝」二はクラス′全体でお互いに嵩を、する

．　　　　　　　　　　、　　　　　・　　　　．、一　　　　　・　　　　　　、・　　　・　　　　＼　　　　　　　．．

0め尊意LL、、ゼ上り乞㍉

－　　　　　　　■　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　一、、

きろうことは種々超かしくなる。

■′某定言も琴蔓日朝の鮭のつながりとし＼うものを竃J旨して薯力して葦たつも

りであるが、肇教化会ヵー77ァWムり　ヵよう広もりを瞳もこYができたらはるか

にフしム∵∴六、に項∬ドので斗三侵し＼朴と愚われゐっ　二重窒以上上は腔茸「織尊慮最上　を

経玲したがあの蘇慮鑑かつな労　りプ　公茸たことはなし＼と罷ったが，ゴニ互いも

っとよく詭し合ったリ行蘭を夫にする事が虫東拙よ、こんな志し＼ことは丁二gし＼と

、　　∴・　　　一・・＼・・・・、・・　一　　　　　　　　　　　　一

回宴まで寮まって〝委し患い′′　をしてもし＼ゝし、或し＼は致厳のよい項‾タあれ

ばノ＼1号ンブkLl＼もし＼、と讐うゥ　そしてこの一′ファ＿Å〃　の漫営常食として

は銅系紹可素は′β・つに近東の　プラスに二人接せ竜顔汝咋Ij、取覇の号か、らち

‥・．．・・∴・一・・・ノ　　　丈　＿．、．・・：一、・・・．∴　一　　　　・．・一　一

でも払ってもらっためY、うであろう乃＼。そして〟C丸読′′も名東英に耗覇紙と

モ招しぼ志し＼と寒うっ　′語し金し＼〃は茶話谷になってもし＼ゝと寒うし、粗聖牙

にもどしどし容矩して番こきたし＼ヒ寝ろ。）＼1管ンデ、なん乃＼もし＼ゝと淫らが、，

クラス対抗で、ソフトボ㌧ル大公や卓球大倉、その攫五日壷べで、㍑構わないゼ

【こヨ一一



ろうク　そして務海には何か寵食品を落し．てはどうだろうかク又鮒八歓塩コン

パや温虫しコンパ素ぼそ射哲の金庫が参加できるコンノや琴どにもうまく運関

してはどうだろう。ヌ漆膏祭や学観祭の監督などもろ書く適格し盲もっY∴入

ムース、ヒ好きはしなし＼だわうか。

線化金ともうまく直格をとったら何かと穫剰な事があると愚うき

クラスからこ人位．の暫竜顔（菅生勢亀でもよし＼が）変温んだら簡単塩谷刺

でも五っ六／つ作り、そして常半田胃から棄施したいと憩うのですがどうをし

ょうが9　その着に息の名称を寄集してもよいと患うの■魯了．材かいゝ策があ

／つに守）虫してほしいと漂う。

気のおもむくまゝほ

4直上生　芦　田　孝雄

葛藤町から牽産まで後事を親し＼ることに認めてからⅦ乾経った。

バスそころ草箇所◆分ある。

立通頻繁にして語数にあ′ミ、れた兼い大通り（？）あり、ラ艶マたる単線遷転め私鉄

あり、静呵な小路あり、実にベラ工テ1に電んでし＼るブ　ラ＼ソシュアワ叫の市

亀か烏は誉虫これて、ラ＼ソシヱ驚令達のまゝ、十三プ）＼セカ＼最愛コース！‡琵ぐ日

あり、同座びしたような登引まつの覆車を降り、東上からめ喀光を浴びながら

簿∵麓と浪漫を言試みる日もあるク　　　　　　　　　　　　　　　＼

←かし、セかせか＼した鼠取りの車に又倦威たる擾みの車に、小と竃命と軍産

ときつ乏況して考えてみることが往々あお。苔むしろ意数的に考えなし＼よう

にしてし、た習廃水かと頑に護んを莱息のかきまってこ¢塩なのであもゃ概し

て解答を態勢に偉薙し、宮柄が脅し、。去って祖れぽこ¢まゝ歩いて瞥夜に到れ

ば，それでそ¢勤ま竃れてしまうとし、うような繁豪放を庫ってし＼毎とも嘗え

ゐかも知れなし＼∴苛葉．管絃に乗れば’蓄せる兜生首が屠られるヮ倫収な規鼠

でし＼つぼし＼ぅバドナントンが∴容が、之して少しは賓癖も終っている。末る

途中で考えrニ肇など入り込む余地底全敗ないの軍、ある。

今葉酸亀の膏の着におとなしく擢ってし、怒り

今日こそは途車で巧んだことを考えて毘ようと習う。

「樺は大琴で何致したんだろう」、とし＼ちことち、ああ・一一一一一。

やはり経論など東て兼ない。し切、し「サつの庄書方と座敷した上ということ
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ぱ夢喪でありそプ）ことに極値を鼠い出す余転変轟っ恵恵には尾長したらしし、．

そもそも「大菅や何奴したか？」－なん－そのがおかしし＼勇、も知れなし＼。誰だっ

て、何州まして豪たので、ある。材か狂しつつ覇長して東たんだ乃うつ　重責ト

え回生の域、轟け嵐でr太菅へ河をLに狩ってし、るんか？」と考えた頃より

荒れぼ就農してし＼るこYになるから．

しかしその儀にもうーっ考えなければ、ならなし＼亨がああ．

それは毎食かごこの切草間太菅生やあって二以上臥　一般鮒は大草蟹とL＼う範嘩・

の新二宅食まれ、穂って太牽とし、う概念の扇寸も価値の雷電iニ間合も浴すゐ

ことが永寒もかも知甘しはし＼としヽちことである。

つ篭りⅧ賢磯の大学生清に対して、何かはしていたことになるのだけれど＼も．

芝九を権威で花優し薄膜てし＼るような一億の琴生にも客観的には、ある極値

が婆．じてし＼ためである。

それなら「大学で聖篭したカ＼？JJ　い再窒自動個一体抑二審＜も珍である机

そればやはり席棲髪到達射すゐ聴覚の同居撃でわ†主　権嘗す乱ぼ他人Y功対比即

ち潤滑的な価値判断に毒し、てし、ゐことに撮るであろう。

摘庭から生じて二転栗に対してそれの」キっ攫恵的な鹿樋を溝鼠写ることは纏常

に佗険だと覆う。しかし渾対的な席鷹判断1ニよってノ浄確であってもノ　それか

ら配しようと肇カした遼告釆なわぼそれはそれで極値を麺めてよさそうだ∴即

ち蟹玉を靡かずして笠じに鮭寮には怒栗の如何にかゝわらず磯雄があると篭

し＼にし＼。まれは絶対的な痛礎であると言えよう。し乃＼去‖二二の主観的になら

ざるを碍なし、絶対的楓値の蓮華の本項は何かと書うに、これ適やはり璃人の

乱戦の同考であろう．

どうやら大賢生活水腫人か訂敦の葱になってしまった．

専ぼ鹿椿を倍ずるに、おっくうで、払ってはいけないのだ．

慮鷺と腐・舷では塩狩寸ゐ・‥‥岬

菅夜への小降は礫に夜襲髪認寛させたか？

しかし一一小一・－やはり席にはゆかしし＼礎沃㌦

・・J　∴一一一二・、㌔一二i　訂　隼・・一　・　、

内容小磯礪観望しての目的に蜃するものなら覇で、もよろしい。

形式－…自由（葡廟弱敵には横書きで蘭亨と健各の鹿賀瓦大行Y奄こと
繚聞・一・／宵Jd日（7久写に眉範の巳の、．疇－ヒ郡硬はめりません）

受付一一・学監蚤襲えは鶴落部頃（簡薦喝鰍大喝の現金にぼ鱒集部署に）
（なお最終のヂザ1＼ノも歓迎致します）次号蚤甥テ子亀〝え胃上旬



一J′品示言巧守巌ノ工琵抽高揚甘

4回を　間　口　卓．三

だし＼が前の軋　3ケ閂青首、膚人的な閣庫のため参加嘉束なか＼った政体のす

ぐ後の？宵上旬．等に繁が言ときって心に替奄苛になっ七。

はっきりしたコースもきめずに大破駅から夜行に乗ってそれからガイドγ、ソ

クと覇し、て立山の牙へ行く肇にした．我々のブlL－フ。は町軒のズン／ヾ、－ばか

り正人で，山∴とし＼う山は殻堂山小らよっYした山放し句＼象った琴のなし、いわ

ばしわづとである。山をよく如県　山にとりつかれてし＼るまじめな芽から覚

れば先々のこの行観は全くノブ、言、けてし、むと薙薙つれあかも知れきせんぬ。と

にかく山は誰のもの一冬も巧く誰否も登れゐ争軒で・ある，乾草仁恵れぼ挙には亀

山玖言で轟＿れてってく二郎」為し、そこに葛いた陣には寸で・にコースは現象して

し＼て立山三山を艶乱して釦へ替り｝級コースの電象卦＼は下りずに命ド尺・か音

へ憤りる苛になった♂

？弓ともなれば、琴鹿も番とj街の山撃落もほとんど蚤も見せず嘉その姥！二3、3

の裡甥　か丁で韓常に蘭かそあったので又その上3日向とも射貫に馬首打

たのでこの上もなく萄蹟らしし＼亙日南であった。

鷺山取より弥陀ケ象という軒言ご電竃でケーブル，バスを剰喝してj票高津βの

二．、・－　　．・‥　　　　．一　　一．・＿、：　、、・・‥、　●．　●　　■、　、、

いない、ノ＼1マ＼ソか聖篭な窒曽草を通って、亀句蔀の－ノ越まで仙気にかけ

上ったヵ都食の蚤竜に周れっ二になっている発やにとっては人一人いない′

天王な山々が早の覆うそうな軍師二そびえているそして又貴賓は隻が、ハイマ

＼ソの線が－すべての大電感の花の車は允それ副菜雅のように讐‖つれ美㍉

さすがに腰高え細∂～ク0位になるとを州ダニ羊ヤ、ソケ乞葛こし＼之も預和の寛

冬のように寒し、っ　二の引去雄心のすぐ下になる｝ノ　越山荘ぞ南海する刹こな

った。轡、日雄心で日の出を監ようと番って朝早く記き虫して一言主審命象った

げ頂上までし＼って簸ると太喝は山の凝＿東女はるか上まで上／つてしまっていた㍉

この日も叢盲の天気で立山三山～茶毘山，大津山ノ　電士の顆　ノ　棄静態ど歩

きに歩いて金や奄食をとりウイス∴≒一女のんで、八穿いて努し＼こ尾施すたいに

命l¢下きて・、やって蕃た。

良し鉢声色はで摩るL、七のそ各項弄びっしよ侶二射）韓もし＼なし、大亀鑑の車で狂

人そろって標にな出　色勘二構って釦への鑑の準備を患い－だ㌦
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剣．／それはなんと刀轟く′　把汗把よし＼噂芝をもった山亀か㌧　又何と戦勝のめる

黍清らしい碓凝であるか、山というもの乃哀三が抑めて判ったような泉のし

たのもこの商ゼった。

軌へか句碑し純読は慈姑二長く剣初紘一取軋前金jとなかなか複か主峰

の動竃は塔と乳でなし、∴覇▲鰍を主峰と思って一生落命替りその向うにきだ利

一蚤が覚えた賭には友人￥も頭に来てカ、ソカヅしてし＼た＞

漁もいなし＼山頂いきカナ仁ノピー）レうう孟乃＼った事よ】

憲やい二審同か1卜かったのご又冒本落耳方炉ら変が湧し、て寒ヒ巧でそうそうに

簡亘トも聾にもて剣山淀でこのEトカ鹿野撃（えへ3蘇覇歩し、た事になる上ろ蒋

化ととる、変電も吸い官をこすりな行沌凍1謀の曹潔をいけ是で、降り、阿竜債

へ虫、そこから弼蕃蛮力の覿凌寒空窯郭妖谷を眺め息がわ芋奈　へ出て一定冒

ぶりに野牒人々に盤会った¢

帰途風音象の友達の下宿に寄り臆しそこで級とこんな怒髪　ヒゥ鱗は謝席料

力孝女で畜殺賭場からの友人否あるが液との食害の串ご、奴は人膚か行初耳∧ぐ

て奴由カギぞ畿珂裏表る￥言うク　とこぞ弘も一挙ニL退かずに人紆巧行電灯べ

一・　　・一　、　■　－　　　　　＼一　　・　・　　　　　　　　　　・・・　　　●

増反靂（習合頂童）に渦こもノ∠′品祓；卵レノみ学等遥のしノ＆柳読獅ゑ㌫尤
求めるっ　まずこのん定左4克；ルやあ為が－暇戴ヤーか社会ではニカ■言草刺くりに

・　　　　・・、・　．　　　　　　∴・・　　　●　二・．・　・．・　一・こ・

に／‥Lタ，友回隻怒上級竺一二なる慮」血道豪長町軋終りにくくなるフ　丁狂わb

藩應化工ネルギ、㌦カヾ高くなるゥ　1枚に現在の大草教育を秘めて見奄とこか活

′削ヒ工ネル薫、）を志のるてこめの威覇であるっ

／、よ回生の承穣轟もそろそ、あったがうり日、之已客も又二刀着艦庸二ネ）レ童一

射広く′曽苫飯礁軌二束症状湛え轟く言えば孜岩約′経済的ノ走食酢播努を

食め上白分・刀固圏狛二乾敏ぞあり篤く貰えば本類口雪朝である。

・・・ご　・・　　、－　ノ●　　　　一・・∴　　　　　　　一　一　’・　ご

関して′　圧蜜的な物の見方ぎ人間珪恵を見て行く事は韓常に電卓い孝であ

・．．・：．・・一・．　．．・．．・・‥二・・i・・－∴・∴・・　　　　　・．、

ころい　軍はヌあらとのて別¢戚金に添じて晃たし＼と思う鮮　今日の痢よ

ハイ、そ虻まで　　　。

・・・言



京都工憲勧銀大学繊終賢部繊鯨化学教皇初鴬

『餓条削ヒ学教室の生いたちの言已』（前）

吉崎新羅窒　松本　良代－

1序　文

令．チェ岬ソ鱒寛容賓の要登に答え「嘗薮線化牽教室の生し＼たちの寵上　を

苦しプ；＼ったみの癒．嚢しかったわの藤を靂い琴べつさ、観多の詔にノ醸丈髪走

らすことにした。幸いにも，小生は大孝吉産室彼／隼の拓廊よさ賢に，薯蘇岬

次展だった本蜜に饗んで受勢も、尊い人草太宗て以東二二に川資金．教皇

の蕊取を漆醸したしまた．二三に焉千の饗韓とも暮ら各わでそし＼為のそ、大

した呵藍いもせずにペン髪選べるものと容うが、中には等い慶いも忠て奉る

だろうから、その醇には、怒生・監輩弁より卿藍庵のなし＼榔感奮を下されば音

素と察し＼ます。まとある人にとってぼ、不都合な二とも虫て素るかめ知れま

せんが．何やこの青二才に免じて衝竃容の産、前もってお断りしておききすQ

処で、，このような魔顔の文は、色感と長文になる葛で、、今回と甥可のえ河

に令けこ次のような贋轟によって筆を遅め奄ことにした。

D　序文－本文に入る首に一寸蒜断りを．′

之）大学敦生－学期変革の混乱郭か丁のしかった牽良太管．＼功亀

5）・感塵草野と工富草野⊥乗して犬展の庫だちらか？　　＼′

A）や筑前撃最－中沢東女の屠正と尊慮と頭領と。

∫　本務翌の木造落涙－貫教室のヤ染イモと奏天下巧宅メント　絞り。

占）本数畳の鉄条鮮婿…晋一節故衆を耗ったせソザ㍉ノヾ－ティ。

ク）本数零の鋲褒絡扁仙気痍裏金の鱗鮭蔑。汗と暗そ魔った中泉，

号）奉教室の岩男…蚤泉琴のための碗線化琴だったのか7

9）本款室の同港合留就叱谷と撃郭同窓会の衣笠間藤各州　そ珍聞ヌ丙ば？

／∂）本数登の数施療－多士着々の太雷人たちのプクロフィ　ーん．

〝〕本教皇や琴草繁簡脚今も音も変り埼菅節のリーダーシップ。・

′ヱ）奉教室の牽蛋直観－これもやはり撃取カリ脚ダー鷹，だがそこに．

ノブ）本数登の誉認祭岬敷室の啓固環＝　菅郡の荘園祭の藩。

ノ¢　本教室刀親戚㌦やや爵賢一のうすれて煮た現在の教室少

雨　を歓喜の来者閲岬寮してその星命やし＼かに．／ア

之．大草璽連
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靡麿化学の堅いたらを普くにはどうしてもその㊨体である太蜜のことカ、ら

嚢のなければならなし、，

そもそも．準和よ之～J草頃のわが教育界には、奴戟柊理によ為せ画一紋

の大混乱ヒ同じように，ここにも一大耗吼鱒葛巻し、そし、た．占ト・タ・3制へ

針改革、乳甘芙学．専一胃管棟の秦止、、新一封大草の敦生などをHQの官本人教

育の大手衝が次々と行形れ．正に黎喝覇の大電乱であった．

よよ等の藩の項、洛竜友蜜山麓の京都線鋸草口琴涙と1洛妃ぶケ躇凄山番

の京都工常澄円首鼠とにもその嵐観は咳きす蔓んでし、た。両液ともfO隼に

なんなんとするおし＼榛依ある方哀史狂．し＼かに艶覆させるべきか．それが雨風

の密命を収するだサ仁芝の液中の人々達は・膿蜜の上にも標嘗ヒ←　簸たび刀＼

の金谷変遷ぬて討藷これと。為希、全ての尊打撃．晩は廃止となり，膚御大琴

への金庫噸紋か。尊慮久慈への斉藤カ＼の二者撲－の塵を扱ば侵ぼならない運

針こあったpそして、繊鮭牽制ま潔部費学部ノ＼　工豪尊門去同じく克大工渾

蔀ノへとそれを丸谷餅城召又されあか，それとも各々別婚ヒ単線天質へ一昇格か．

⊇～古顔の金牌による単各大学への風／格刀＼が∫　芝の登命、万、けられた盈贋であ

｝つたク　その席上　京大は亨三高尊号嵐の廃止にともなって新登髪余儀なくされ

た鼠番号譲の埼ぐあを物色中であった¢　とし＼うりは将三高（現吉田分乗㌦

厳寒等部〕だけでは閻罷した人数を疎を悪事なかった。それでまずねらった

のが松ケ緒でノ　これこそ渚、好の資金で初っ七。しかレ　空路め基線各は頒尊

に蕃報い　かくして名を取らず乗せ求めてき誇大誉放置へ￥かみ決った巧守

ある，｝官、r轡鯉Jの亨は、招致茸量った今日でコえもその蚤箱が争噸せ

め」こうに、彗時全くナゾに官まれそし＼たようだり　寄合，牽東大琴に革二括する

にしては食黍すぎたのでノ　￥、こか＼込か公宅をし＼の手をじっと焙っていた珍でな

かったろうか。

だが単東大尊者鷹への直には，→㌦大牽毒堀が長々と横たわっていたの予め

一　　、－　　　　　　　　　　　　　、・∵・、　　、－‥■・　一丁、一・・　　　　・■

常竃を聴く鹿帝展で、ば、‰帝展ヒ一丈啓という珍があって、蔑都には当惑｝

闇帝大の義夫以夕日こぼ国立大草が暴可されない状健にあった♂活発な簡膚も、

巧妙竃工作も全て置、変転に終り、あわやこれまで￥應われた。その9回患

え死から患兎回生のホ｝（ゝランが衰たのだ刀＼らノ　どんな場合でも最嫁まで粘

り兼．かねぼなあなし＼ものであるク　その仁一ローYは藷．カ＼　それは和む人ぞ、知

る－　来賓政部教育諌蚤のE一　ケ一灯瓦、その八である∂　当時教嶺界ヒ略号ま

くったrケ一打漁鼠」の最寒＜で，そのスブ嬢と豪嘩蔓はその頃の素軒教育

幣で互嚢のように竣恵め持ていたが、守上目∂そ、澄日本の民意教育の逢め牙を．

1－5竺一・一



法線家としての戒の行抜手晩にわ奄薪麻を雪＼ナてい丁二ようだった。京都での

サーズ免税の一例が、教育の威金甥等YL、う塞本に審すいた、礪軍制◎実施

で′　それまでの㌦車、ニ車、－商．－エ∴前一食なさ、のろ胤　宜しく瞬きと

んかしまったゥ処で′裾の遺篠の仕事は、小ノ車掌接制度の政孝であったの

1だが‘ク　エ凛との窓びつき榛苦るで行きずりの容のように魔軒をあった．

京大との金庫七返上したエ尊の牽きキ大学設立拳宗谷は、その塵のすくい手

を倉HQに求のた。そこで、東都奴笥翠の施敏偲ケース阜氏にそのコネを頂み

込んだ。蚤頂の軌じきにさすがの毒将も心を琶頼＼され，モ絶好の‡刀リ礼をエ草

の蚤童金に凝けた。それ軋　j可んY「て＼ソカーサーの教育蚤高顧問羽、Cl

イールで鼠を琴巌に好んぐ奄凄報労‖ノう¢」ということであ′ノた。軍歴．棄施

～ニ滞ったが－　し＼とも簡単に重く．つこれた，し刀＼し，それにもこリザにある寒路

廷もって奉遷チャレンジを由込み、まんまと成功してし貰ったタ閣ら．ヱ3寄

り恥武官三尊で、迫怒叱正の全雷門賛夜霧凝着への倉再Qからの新制大学ヒ

関する寒習合がそれで、し＼乙、にも表筒はそうであっても，寮は工専Yケース、

が±綻んだ　鵬ルズ帯常∂ための首尾だったク　後に　設立拳員が史審省へ出

面し、ヒ蕗にば、既に駄賃藍雫仁と工賃専門との各席による天啓鼻極の頗忍が扱

ってし＼た。これによって主部雀の一斉革一入尊の基本線は，乾くもよろめき

ほじ診たともしヽりれてし＼むの

かくて，乳液の各諒は頃舞に嵩が進み∴饗よ猛撃手首引用i固立竃軒工芸

統健太学は，その鼓里をみた分である，二二で最後芸でもたっい■・、ためが上　今

にも不意嶺なる￥して頻るヵ＼の吉富元首娼のし＼った「あゆ畏し＼鳥滴ぶ大学」

その名節こそあっと。「篭1務大学了面責大学Jなど教多くの嬢棺が上ったがノ

工芸的色彩を複く主席丁射昭工尊の立夜鷹碑から「工富Jと▲　賓外磯単に出

た「醜髄」の名を両立ヨセることになっ「二が．甥にどちらを免にするかそ㌧伽

もん香し、爵葛アルファベ、ノト頂でもノ　イロ1＼嘱弓、もアイウニ牙境にしても

エまの牙が怒とし＼うこどで了工芸鰍潅木啓上と、いかにも長ヤ名前ど兼克っ

た塀牙そある。そしてやがて，勢力対椋のどちらの学部にも∴木琴のへ、ソド

というべき本部袈置くことは、量の華の苓匡‖二なりやすいとの奮向から～　中

風の兜、まに野轟う土着に「本部」が放置三虹　牽最、事務最長ら■菅随はそこに

有をおかれた。

そうして、7河ノノ百官の慈し‖ニ近し、環、同学式ならびに曽部腎ノ回人草嘉

が新入生鮮加の名と、学長以下教束笥悉守タ80名の前で、奉行され〉　牽妄上大学

∵：二　・・“　二一・■・・．・・・　　、

・・・　　一・　・　‥
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そもそも醜凝滞笥化して新灸足しと榔緻絶専門啓紋の節男というのは、賭競

え生占師二乾足した竜野の農商務省に毒した京都蚤嘗常習折がそれである．

やがて大正3年S　勘二なって首弓削が孜正三乱，文部省漫寮学校としての東都

高専蚤贅菅原．、俗にいう「高奄⊥となり、謳廟コ　隼5　日ニ東が膏翫孜正があ

って東都高専蚕番号及￥萩原されたが、市丸ノ9草薮胃京都繊終車門賢慮と政

承されるまで壌蚕を主体ヒした．文号どおり蚤の草夜であった。そして野志

よ払諷∫日大琴に昇硲する言で、杏、それ以後も萄‾くぼ養蚕蕃・はいつの狩場で

もこの号及のき鹿であっ†三。臆代の脊からの番蚤嘗こぞ、最上のものと簸し、

もなく信じていた人々が多々あった・それが降武の大変革・カキに梁メして∴

鍔が†つが緻総革の五重〟＼わずり落ちてし＼とにもつ＼かけらず－　そろり′いノヾル

k信じてか、ここで、成温去の亀繚ある伝統が琶んじられ．大きく謂言上蔽った

養巻線が巾をき刀＼－だてし＼た。いや、混在でも巾を乏かせてし＼毎の否める。

聖恥が化とぬべてなんYなく夜寒し＼雫敬絶賛知の零同気の常習になっているの

ではなかろうか。その盲貴い気鋭の普部のヰ】こ、内外来に建武婚な繊維化学

敦嵐が遭っているク新‾1日両夜合の村線は、錦鯉官印の全てを象徴してし＼奄と

し＼つても漫書て＼まなかろ　っ　大㌢敷設に禅乾して繊絶尊打の教ノ後金ご環徴もつ

ともフ＼ソトライt、営浴びてし＼奄われらの圃鮭化単蕗を萄そうこした勧芝があ

ったのでわあ。尊いl二も局毎合の東カな．敷蜘二よって簸われJ童歌に言直監し

たが、今かわ習えば、それら蓼腐食のメンバーよりも扁密会幹部の牙がずっ

と先見の絹があっとのだから巻く院内とし＼うものである。咲末吊如拙牒諒

と壌蚤泉七の関原注意ことにもって飯館で、、し＼のぼ、それ烏、穂両絡代よりの

㌧」対「蔑Jの宿命的な対立ともし、えるのぞはなかろうかJ

一方、工書写郡の牙は、その前額を窮毒好早さ　に文部魔匡寮の号慮、どし

て故意された京都盲告二宮苦慮．こその官一歩髪みた。当醇は在京邑吉野i二あ

った及杏も一　喝知手宰／／胃常在の兜に新禁考転した。ここには、空拳と塵が

った一つの寄り勇ヾあって、古い家産塵の軒でし＼まも碇落髪しのが蒙り賓を囁

く。それ且　掌窒刃＼吟の希琴工芸芸の薮畳受注で、例えば一　家青空入声御発

注の画毒牙／号のクレーアデシンもその岬つであるぅ　そのような蜜蔓との喝

侭の発端は、如尺夜長車茨老衰先賢（笛学友の父〕の描人的な連かリに櫨ま

ふや　先賢ボ喪失教務＿だった時代l二宮内省衝泉尋の液相星季壕これておられた。

あ金縁、敗愚嘗太旨から喜Jをにご下問になった「パリ袈牒クレープデシン」

の宙笹及衛による恵ン棒をお亀IrL，食液わがセ搾りあげて献上したところ大

協撃老噂した。

きて、商学吾勘二は天啓昇ノ格の醇¢対峯畠餅などの面子が今にも糸を言圧、て

一㌢・－



し＼るのか、何かと珂堵升さ観きた。そこ潮が、同じ啓蔵でありぼがらこ谷これ

てし＼る田富金、竃競合、合算になって行われたが、それまでの別々の誉薗祭

など．また、繊絶啓靭三尊嵐のうち鱗経化学や紆領などは，エ妄覧部の亀窮

や粛曲など￥内洛沖に凍帯に似かよっている点で、あるっ　かど番うと，昭硬、

沌菅、激賛などの教義星夜東軍が工芸菅野で‖まみ＼なり蒐零してし＼るのにノ餓

鰻警部ではやや牽温コれてし＼る啓がするYL＼つた見合し、で、，せ郡のし＼う寄り

各いせ簡のし＼わゆる「タコ温大学」とし、つても，その足の教が少いだけでは

なしに路解ゆ悪し、タコとし＼った水禽でめるクなぶ、醸絶賛帝の学舟困容の本

塩密沌その㌦つに入る，工富学部の首机　職鱗、適薬、亀東、繋濱、慧硬そ

れに今草言直生した聖豪儀鵜のム菅良が各ヤア／から晋払う麓夜までナンバい十ン

ブしてま定まった鰻痍否め忍のに対して、感雄琴密ぐは、湊蜜汐一　製糸繁簡

∫ノ　鱒鰊化替互と．食くアンノヾランスで、、それがきた号阜閏ごその靖一敬老考

課する乃＼のよそ目ニ何々環濠と髄打って、革夜冒し合ってし＼るク品入部窟募早の

蔦し1号舟ほど電鍵数．も数買敵いダく、施与な婆風のすがかえって蔑夜数絶っ

て数異教作＼脅し＼とし＼うのどから魯く夜である）まして、入学学生数も定萌に

満たない麓呑舟の牽生らは辛添Yなると、本葦の養蚕耳変額れJ三や五マあ

わし＼は教蜃¢化蟹鶉径へー　ま七、鉾終止牽のめる葦夜へと虫かせぎ？に行く。

こ肌玖　竜束吐気蒋髪もこぼ太いに篤環なことであるけれどもノ　そ乱に附慢

する敦義教や、予琴南のことなどまで考えれば、大し＼に発えノ三七亡われ呑。予

繋融合が魔手以上の放宮に対しての比率ぞ行われ，菅生歓などほとんど祭規

コれているようでは、齢線化等良の菅生．底買たらの間で敏遁これなし＼のもー

究賓現題として姥缶なし＼だろうク　終ぞ、東の讃一重教＿⑦ことにもどるがノ　この

㌦丸預田は、大草昇格の博、の数痩スダ＼ソフ髪一兵紆した膚工専年目ヾ＼ライなやり

、方に対して、既存鉄線などこまそも温存しようとした唱魔草のウ工、ソトなと

し、うか尿守繍なぞり牙が今なお糸を引し＼てし＼むといえるのであろう一

族竃触手碗象の脅し＼工芸琴郭は、即答彗狩より絶やと母線を増設し、充質

しそし、ものに‾，鱗絶学部は、岩崎妖魔らごく一部の人マセ倹し＼て合くの償守

廉YL＼うわ、漫歩的な人々の影響や未だに一つの智弁の増設も虫釆なし＼∴草

薮数はわくて大曽遷宮の免葛数に塵なるだ〔‖こ、し＼つまでも南誉部対尊だと

思ってし＼毎人々の前に患われる瞳牌の嘉乗を何らかのぢ‾法で嘔止しJ　カ＼つ、

大牢全体としては大いに罷屡乏せるようしてもらし＼たいものである。その一

束が、学良全速のトレードによる碑轟であf上　わ為し＼はまた、葡宮部合励二

よる款壌警部の穿軒敦命簸であると番われる。

互、車茨商学亀
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天啓亀足と末に孝養に尭産まれ．今年∫樗刃貫きご3瀦jこ亘ってjZ隻句⑦

永い覇、大学発展のために尽されたヰ状最矢先蜜の薇正，思慮，功感などを

摩ってあり針とざっと次のようになる。

中濃転生は、誉長就任の醇に「父の盈寒空引継ぐきび鹿であった」とミ′らき

れたのは、気に述べた－転生の矢岩泉先史が工苛の初ボ夜長奄あった竹、らで

ある・壱太先生は京大の鋸鰻竜の一入でもめった．棟の功鏡虫類えゐたわの

矧象が現在工芸学部玄関わきヒ寒てわれているiそのような某を・もつヰラ天竜

え藍射ぼ、明電／各年東京に塩れわれた。三患、棄大工菅郭をキ紫三町　覇も

なく九州k管献敦の篠に、助手や励家産をせずに′一番に殻液になられたとし、

う、希にみる詩産め達をたどられた，そのたれ　苦労知らずの「殿腐琴膏」

といろ嵐等心乱れたらしし＼，兜唾の儀を通すYL＼う話は項亀で、こんなエビ

＼ノ～ドもめる，意丸森確席代の門下笠の数人の工宮賢帝数兼が普及就鹿と璽

藷した契，「工憲啓部だけの単線大学々長ならば′矢とのつな刀ヾりがある乃＼

ら引き浸するが∫　新大学は鱗で経嘗敦と功各棟凡尊ぞあるクだから，工富学部

で旛しても観鱒学部に一人否も反対が初もなられ乏受けるわ　には行かない，

きた、工富磯が鰊鰭劇に僕七ますよう示暖を与えてもし、け互い〝Jど奮えわれに。

惣拳を蔓けられとりもつし＼気雪の電頗車だげそはない。鼠によ8竿毘軋

京大工学部飯及翻宅に、繁一巻蒔毒草を蔓けられてい竃。艶姿の失意太亀鑑

もきた、それより童に扁じ無象を受けておられる・が，親子二代がを荷車に気

賀2れたYL＼う例は巻く或＼らしし＼．．

取離の草、繹知よ0生の初春。東京帝転ホテル功一亀では、帝国海草の寄

るトップレベノしの技東食鶉が常かれようとしてし、た。その席に尊卑海草冶囁

甑だったヰ深見度も司零されてし、た。もちろん鹿部の金額であったのにこの

会場が療葛をうけた。章し＼先射まケガもなく九死に叫生を希・あれたが、その

時の竃筍に「すばらしし＼渡合聾の環簸餓帝を見直し、激意を失ったク⊥とし＼っ

ておられたが∴　しかし増へつ、今もっこ確信されているq‖二「日本の路学J

少憩くとも化学そぼ重合軍に負けこし＼なかった。」Y．

先生は化学者でみった。それも夜気化学専一夜そあった。才一沢大磯時のマ

ッ十の簡粗†くα0上の蟄鉾による製造′㌢二次大観醇の貧鉱からの毎一肌の

廊虫、大蔵省兼東海同時武のノ清一蛍幣の敢嚢．温姦叱ソーダ“匡宵をヒ∴窯鶴

亀趣、電領しンガ，人畳卜石、ブト≠ボランダム，タング、ステンフィラメント

など数多くの軍産化は、いずれも乾生の亀気化登の確論と義博ヒ毒すL＼たも

のでめ勾。ここや一見気付くことは、乾生の節電が丸亀戦争功ための無給暫

定に嬢う画転化の眉升冤そめったことである。そこに掻いナシヨ十Ijギム㌢啓

一一里卜



する，もちろん、教化竃ヒューマニストであ′Jた。忠生の蔵後の節電？は簡・

戦間近かに掛乍完成した親筆に優太な使命変もっもあであったとし＼われそし、

各が，それが材であったかはナゾに官まれたままである。多久　ロケット感

泣だったろうと軸ほれてし＼為が。えー　3峯着，アズリカのがラス銘終鴬翠

東泉のため渡米され七が、これが痺一つの感塵と置噂醇びつし＼たた塩の研‾冤

そああっ歎戦後、ヤー線折尾涯から引慮まれたのは芝の敏文蟹受けた何予、

同署の各号者たらが短命に／代って藩鷹する新時代が頂たと信じられたためや

ある。繊醒化学教皇の岩崎、凋宅両敢巌や、工竃学部の膚車、増亀両夜腫ら

は先憂の教え子である。

中試乗生は学疫受動庖婆く額じめれてし＼た。天孝は津村を究めると安に、

努軋た放恩人を転義池谷に象り癒すとL、ら　正代的危番があると書じておられ

た∴．かって－学生がデモに参和しノある事件をおこしたが∴直ちに停学を命

ぜめれた♪布施車、唯一のこ芝だったが、先生の放息駒琶経絡の表われの一

つとし＼えよう。

怒姿の礪岩蟄リベラリスト頒巨‖点、主語には形式媚官僚的になってかえって

鼻叙景を柘いたが，常に、弘蘭を壷んけちれ，直感教育如し葛巻であったク

また、芙覇奉仕の頗東を尊占モライオンス、・クラブ、の日本柁泉として丸L＼ヒ達

躍三組ていおのも塩原磨殖夏冬先憂艶これてし＼亀川つの蔑称とし＼えよう。

転宅の竣七下級希笥ヤ学賢が一番よく梵かけたのは、入牽式の時でも阜常

嘉の路でもなし、。それは甲子電球虜である。春貫の患画商及野療丸谷の定款

の親として有名冬落度褒章を琶けちれたのはこのたのぞある；好塊はレクリ

エーションのとのでなしヽ，賓膏な団体蔑及の一つである1取り立浪慮割膏‾であ

るとL＼わのが先生の野乗観である．政宗、　ひ嚢だった転生の中辛碑束，曽

賂輸入されたきよかUの軍報によって鏡えら恥　入を淘汰の直を軒リ，戴乾さ

れたと固く。三高浄武の素手どり珍も手車歌風えと、今もものの本で布各そ

ある。高液野球を琴芝れゐ覧生む，アロ野頭は大磯いだそうである。及密が

像努だというだけで、人間的には未熟猛鳥放資のブ0ロ入りには厳しし＼政争ほ

浴びせら軋てし＼るク敦后の先生の野球喝語入りの義牒一例をあげ＼て，この頃

を終る。「簿吾、フェアプレーの席碑を忘れては大宅もアウトだよめ　エラー

のない八回はなし＼がノ合力を挙げ’てプレーしておればそれでよし＼ではなし＼小。

藷嘗頑清川ヒ蓋えり

J．親密化掌紋をめ本塩醇イ忘

失牽考慮曽降の凝経路学数量は食く卑じめそあった。それというのも′　一

束是やさに考／つてしきおうとこれた，いわば不寮の予であったからともし、え

Ⅶ鍋－
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針。常於温はといえは、、音の寄宿舎とその食堂だった木造の小農で，有威溶

融や、勇戦など席うのには、現が気ではなかった。まして、靂急的に観線さ

れた亀乳や、覿魯ユれたガスでぼ、多くの貴縁に枚立たずノ教強電ら、教官．

号室らがカと合わせて、手と実翼に汗水嵐もて覿鰊工車や面も曹工事をやった．

それだけやはなL、■頃合によりては新しく入って禾た親戚（といっても車も

冨）の土台をノつくるのに．賞天下で、了ンクリートかj生したこともあった。

もちろん、一寸した幾思掛取親など店みんなの手で小官ヰェ将婆へ）、つて手

細工で作ったっ　芝軋わのリーダーはし、つも岩崎勤乾であった。

当時まで食琶軍曙は藩く、ある乗せなどは，田舎から煮てし、る普更に預ん

を買った草履一威せ葉酸に蒔ち込んで，粛一冤や実験に森れると、ゴ＼ノゴ＼ノど

偉をあけ、実験里で晩芝草をユれヒ0もちろん、研究里のみんなも噺こほお

兼鉾に預った。琴質の車には、小きめに菟原藩で官命のぬリ上げ＼たパン巨歩柔

くものもし＼た。だが、みんなし、ざ棄験となると希望に阻j、くらませ，敵軍中

にたたきあげられたファイト夏丸出し圭こしてやったようだ。Yに切＼く．みん

なが創造の虹びのたれか，ガ、、ノチりとチームノフープよくまとまってし、γこよう

だ。そして京大なにぞと食しい実験号丈橋の車で親猿った。それはT舞」うむ簡

飯肢のよくいわれるわる「先下新宮⊥か変度のようだった。

一骨、譲衷伊方は，写生の人数の少かったし、スタ＼ソフもそれほどそろっ

てし＼なかった8彗完封ま、牙ノ蘭入学生ときえ宮入草生とが－藷に、受潰した二

・・、、－　●、　　・　　一　　一、、－－王、・了．．●　　一、、　．　、　上J・・　、了

に3日萱歳ん、わとはアルバイト出禾たこともあった。うまく　とし＼ったヰ℃

はえ壷各餞もあっと。まと頗濱に一夜も虫ずに先生の顔も知らず，薪賽試験

だけ置けて牽危kとつと者もし＼た。こんなことは今だ男＼らいえるのだが′　混

乱窮をうまく刺覆し巨頭のよい丸久の菅生婁治の一審である．

木乾酪代の鼠相が今もなお一つだけ托してあるが′　それはヰ豪のコンクり

－卜琶否める，それ広窒醇の町喝研究里の東辞令なのである。丁蔑．今の光

の仕乱二博丁重許があ上　草むらの車嵐を経てて燕に岩崎宕汗がノ同じく町田筋

の克融　今のえ鳴轟の直っている角立愚に東療工場がめった。その商に簡蓋疎

密あり（丁患今のえ常連⑦竜は部投の蹄）、その範に琴笠賓綾里があって、

その車の小部屋に、丸坊主の各軍の裟＼ソ葉隠と要た粛宅監生かおられた。ま

と壬の亀の芽、今の繊経路号数童の‾索倭抽二今なお照る小さなえ～ヨ紋の暗牧

の軒にjえ堅項に現在の舷蚤へ考怒されるまでの磯牧教皇があって、之の車

の小蔀蜃（今は説リ喚かれてい烏が、丁讃教卓の危澄）に猿衰泰先憂が電手簡

徴魔と衆に研摩点し＼そしんそおられた。考に習密の実戦化の璃迫のことと書く

－6ト



と、現在の暗鋏教皇、食敷・各面秦などは都筑奉の電‥1置虜であった。舌た、

混在の東親展室￥繊補本廃せ珍聞に琴・番数の漂奉をバ庵下に、観朝里がえ
魔になってし、た、現在の食堂の直物芝の富まそっくり携あった。しかし、・今

のよう崖モルタル嵐Uでなく′　嵐の日などよく頭上から塵取が落ちて審たも

のだった。之してその南、今の繊化本館の面刺の皮膚に小夜亀があって，そ

の鳥狩りの水盤水面劇の水温新羅室の静に今も発っている尋とに湾＼く曽醇の

奪ぼ．農奴の管転落毘らド」ま一寸蔑イ象も虚栄ないお為禾なものであった。

派に対象降蹄の繊鯉化学濱のう妖官スタ＼ソフ窒鰐小すると、岩崎蘭は、意措

数慮、謁曳助教慮＿・額田助手（痛首席）、辻助手（党略吸音簡漫本町軌簡）

の止る，町田所が、町境敢及、内野環桶→助軟便、東野副手のきる．壌蒐野

姐琶巻数渡．後藤助敬承」申コ扇手の5名、合計′∂名であった．その軋化

学亨夏め寒東研の各町敏厳・凍登竜糟、阿蘇副手（先輩の線串右目野里弓の弦名

も童醜抱き太いに即日ナら粒た。茎崎乾生は習っての名声を阜ばれて、大学昇j各

直音区払えわれた奄覿終化喀殊の堅鉱の親であり、育ての泉である．また、町

田気重も大学級立ヒ寒に、旧工尊より奉属された軍人であり、葛巻免要もま

た賓放吟琶役の骨子を東てて碁歳へ帰って末ら紅と蚕糸化学の芽又駅で、ある0

学生数はというY、よだ草7日取扱官／屈の入学者は、餌部品．習適・隼止胃

の普之顛蛋以下孜葉の冒艶のつく35竿入学の訝る都度音では督30る急襲の入

学竜で、卒鴬賂羊は賂溶着があって、ザノ回のヱ‘7亀．次いでユもち，よ4亀スぐる

よ9品，ぎ／各Y現在ノ質草の紳半数慮とし、う沫隆そあった・それだけに言Y烹

uJはよく，各掌草とも年寄に車が罷＜て∴　卒儀後もザっY泉額ずき各いなし

てし、ゐようなクラス乏えある。苫ためを帝など一　大啓金庫の穐式野残部閃」ニ

ー萌葱が払ってリ≠ブ戟不参、の琴芝邑に、凰いかけた醇など＞宣舟のクラスの

着が根を紬ナて埠閃丸底のメンバーがそのピン十を二枚うために巷英一．南京鹿

線癌へ出瘍レたこともあった．曽終え～3年同琴内大会では瓦礫的に魂かつ

ヒクラスだったのでそんな実戦もスラスラとおた∴鰊線化啓路凍え都度がそ

れである。苫た一考，勉塵の方もクラス∴×】ト食草が纂・つて、数寄後七か、

休日ヒそれぞれの得手な官かして，束存栗東の寮をあげた．接して　プラス内

で他人髪二呼しのけようなんて濁ましい考えは」をたなかったよりだ㌦う打乙園ま

で、憧腎／深入滅藍で＼鹿んご入って煮た歯車が脅かったためか、衛によく乳が

あっていた，それから患うと写生気筒も魔各吸ったものだと懲う。

左．繊綽粍琴放峯の攻無常底。

狩がて27年の嘗女史えた。いよし＼よ預／蔀の夜蘇工事が慮った。まずポロ

患療亀の薇左で、ある，各節粁　蜜は　押しくらマンゴヱウのように扱接し＼カ壕

と　　　　　　仙62－
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軒お耳めて主どして化牽学友の賓玲量へ将し和すた。大音日展隠頒潤し＼ぞ邑閉

ってそこによっの衛究室が入ったク覆赤みの三女　習い裏のポロ敦翌はいと

も簡単に潰された。そして引乾し、て錬額の番屋の工学がその車中行われた。

その昔／祁工亨の建物が現在の東泉工壕やある。捜をの萄僻目よ新盤ヱ略と療

鮭されたのぞ合わなくなってし＼るが、そこが玄喝であらた．完成し七線には

小さいながらも立浪な欺窮ビけにが司大農がでノ　月号に、牙／斬定など、はあと

確かに簡った号塩生痔のブイナし－お餅なべく大愚周りでキ冷帯除をやった8

もともと鉄覇YL、つてもフ、’ロ、ソフ造りやなるべくを上り　ヒしまうとし＼う当

葱の企画だったのどが，威醒化学鼻審巌わの熱心な簡膚で，粗烙蘭飯領にな

ったとし、う寄もめる。そのためか、裏京上った乗務室河にはガスや水温の亮

盆は発てL＼T二が、離膚してなかった。そ才Lで士の工軍は当窮や卒論星が請け

負った∴努ノ朝生は夜中少し＼争療安蘇l乃ため新鼠工事にとゞ、れ甘え離宮が

常田亀虻をヰ心に本店働に工零した。しかレ　残金ながら本蕗、カ妄うには行

か狂かったのそ、今でもそのままで照ってしヽみよう匠，事ザマ1二も寛厳烏√か

上に長々と三昧鴬とはわしと。この実験鼠は、混竃の工作亀が毒婦敢厳蜜，そ

の高劇かわ崎に、卒鶉せ、辻兼だ、覇研究生、凋亀恵庭、そレて言に卒鶉宜

と評珍笠と入づた。／月号隻の天竺な電気牟葡蜜は富／件とはめる前にそこカ＼

ら）＼れ言＝もので、今取り出すとしたわ′　帝鹿、しなけyuざ聴音のないものだ。

き／帝政衆耗項パーティは岩崎訝そぜンザイパーティが千われ七。丁産卵

賢の五㌢を迎えとばかりだったので木、毒岬才不のゼンザ1髪希にどの顔も丈字

と、おりこつこつとほころびてい†こ。

乞して饗草脅え鶉工肇が盈在のb称え簡轟巧皆既Jス零まで行われ，額：いて、

ユ9年には穿き胡二幸が混在の／Od号、ユ再号の害泉まで、メ行われ、ぞっと、町電

肝も琶塞筋も新億の方へ鳴って東予やそれ介ら－筆跡まわる寄席ぞ車線ヱれ

たがgノ竿に牽紫、め工膏が行われ、′待望の全館完成と瀬成った次官やあるっ　こ

の痺牙ノ卵工事ど虫素てし＼丁二車検工湯と本館とが塗鱒されたのでめる。工嘗

ミ　こて∴章・－‥・　一、、：・：－＼、ニー－よ・‥′・、・、＼一二一二二十．、‾・－、′

放薯スタリフにも笈潮があって，岩崎堺へ後席尭をも莱われ‥辻億瞥七祀

つ乙露辺忠生（盈大知ポリブラス調所）が入られ烏∴　町田蹄の夜勤は松かつ

巨が、葛為所恵、後藤先喧硝扱けた彼，町井貰崎（壌試町）が、また河口気

質の転虫後に、利息虫の脊審瓦が入られた。沌草㌢間の苛も鮭等の蔚牌生ら

がこ．三人茶られた。その彗蒔¢飯亀の特徴は、亀聾が大勢常ノてし＼たり、ま

た帰って凍てし＼て彼らも助手乾みヒ互いに條腹のj音容に彗っていた。実験工

錫では盲い革儀藍の慮＼圭氏C象守径紆葡萄）を車ノ亡に．小型虜・敵餌舞鶴によ

1－5j－



るナイロンテグス刀ヾ作られてし＼た。これは、アメリ　ガよりの盲靴「てから草生

したナイロン最を撲った。項疫，化繊芯の実際でしていゐようにノ　吉靴下を

アノしカリ架処理して隠色ノ凍華しノ　招鋸」ユ鎚秘で加k命解しノ虫湊たアブピ

ン敵七ヘキサメチしンプアキンと席数後、竜各して熔融紡私にかけてテグス

と将るの拭、その冒的であった，小葉梁ゼ庄うまくいづた研忘もノ〈イロ、ソトプ

ラント1ニスケールア、ソ7つすると次々とトラブル沢恵て貰て岡偽者は困った。

ガ賦てノ着荷先生登竜十のスクリュー武藤散財糸席が荒威し一　哉最か＼針改笈を

音ぬて本格蘭工覚を壷の御車へと入って行った。芝の漕、わか咽普3番竃の

工場だなんてうわ三三れてし＼た。その零敗はデュポン製ブイロンレノβの車

台品で某工瘍よ蓼）克下げ、てもあった大きなデロ＼ソプのナイロン廟一緒・と亀鷺鋸

で紬／分し、単オ〝卜×一シヨン宕こに癌散財熟し　革痺　乗員数里して，竜計にし

て牽部の合計へ節目かた，ここのナ小ロンは融一泰艦のよし、ものだっためでロープ

に鮨んぐ、竹＼の奇遇観副儀へ孝養と薗じて慮られた。凄敏感の豪側にあか1、

三枚欽解の建物関で、ナイりンフルプア、ヅシヨン靴下のノンラン加工の工鴬沈

節電が行われてし＼たのもその頃そあった。

ス　威鯉化学審こ象の鉄筋醇武

かくして終加ぎ2号／針　足がけ7牢の厳宵を曹いやして寛左のような曽音

の殿堂状閂ダト注弓のうちに完鼓した。そして新僚竣工を敦愈して芝の繁の大

字創立託忽ち㌻月5ノ宮部より号数の案零せ届いて客太に催され，午後に勘

素人の格宙筑波の「郵魔と藩命号の化学」および啓車レーヨンの淳料功太都

筑の「蕃汝の化牽破線の軽違⊥というよっの託金環頭金が行なわれた，それ

と逆行して、占胃え官までの吉日同線髄長が属僚⊇れた．それより⊇隼乱

発っと触直に壌って泰ヒ学部そぼ、免威したての寓嘗餞を車氾汗二㌢ノ回の磯

雄蔵が’行わ持たが、それはごく小鹿瀬■なもので、あっ七。その基酸を生か＼して

の新家東食のケ之回繊鰭雇は教撮以下攣堕に嘗為まで食草植小数協力してし

た甲斐力くあって大筋額を博した。愈線化学科の化繊館のほか＼琶部閏にはを

私儀、織物髄′釘繚餞，漆蚤館，奄病魔、それに御養餞などあって，展示ノ

央項および即売が行われ，合奥車は塵日露露　のの琴駕、、　龍巻巻数　にに　♂♂0

人にもの酎jj　草液や会社その楷各意固体も脅激あって債顎一閏悠LL＼墟痕

をあげ、た．着ずは大成功だった．

拓克郎安定軋　蘇婆▼＿の新簡産が裏革．老師より腰を研教嬢が叡立されと。

宣蔓その他の華僑によって温竃は詣毛乾生一人でノ　瓦に孤軍奮式とし、う感で、

あったが㍉　研修生ら加太し、に芋伝し＼皆した∴　その頃の外来等滴には、葦大の

額笹化学より鶴オ観三党をカヾ緻應化学蒔歯を、工濱化学より盲川啓三先客か
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ブクラスナ＼ソクスを、化研一より女鹿葵二乾生、席間置先生が物理沌牽受講寅に

莱乙おられた。それだけに草生の亨も貴大の渾車に射すてなるものかと天し、

にファイトを出し、あ毎時など京大〟回生と珂じ璃義がこちらでは3葛生で

あったが）その同じ同題ヒエるま卑＼の鰐登の辛斬点が金く覇じだったのそ暮

琴帝の転生を驚かし、かつこちらは秦を轟くレたこともあったノ。

その乳このチェーンの常男と㌔いえる威珂鶉アタゴ針研削、製本まで

琴塩や研修女のアルバイトそっくら軋てし＼たぅ　蔑みにくいガリ簸執りのフクリ

ントもお豪徴だった．惨めはその頃繊維化学粛－¢学塗がほとんどだったス賀

一・山岳部か達議のつもりであったの粧　し＼つの同にか館鯉鳩首斉斗の武関観

た由ってし＼ノ〕た。それらの最終は殖マ変ってし、て、義勅の項は下車な嵐がガ

リ疲削りで菰刃＼れていたが、やがて，膏等賓になり、プロ、ゾク細工の表紙と

なった窮を二は、東軍新窯嫁舞をとろりや＼なんてまでいわれ太政蓮乏れた。呵

容の首も，ごくざっくばらんで、、転生㊥人鰍評諭㌢竣画の題名をもじって書

も＼こ、その嘗苫撮りの淳二からどなり込まれたリナ　車輪隻の人物繁治、どなる

と－　そのクラスメ▼－トがお互に友人拙宅平をして色々と熟し＼ビ。色々の恵帝を

薫‖ノたアタゴも昭東㍍津へよ？琴¢囁ス箕嘲更け腎払号音で虫て滞貴簡のキ濠

その他からとぎえてしまったクしガ＼し・その彼払車蔓った騒知3言草に倭輩

頂泰の中から　アタゴ宮腰期しようという声がかわ＼リ、寛夜のチェ～ンの

、－、　ヽ、　　、、●●、■●、、

一方，建物は完成したが中庭ば葦ぼうぼうの葡晃であった∂㌢∫回革薯の

桜の大約友かをの寄贈宵露点に，死を整って轟れと研究の東商所にしまうと

し＼うこととなれ　きよ草の嘗凍み取　車封化の金貫が散骨奉仕して今や譜より

はヤギ大きし、盲目こ侃ったク牙／弓の蟹もその簿に攻たれたぅ　え等ほど痕に防

火覇永常の北としてコンクリ】ト造りになる芝では、芽マから色んな東経が

あケた，∫ゴ官・ヲ某阜卒∴鴬宅のつ）じ約／∂　奉が楓え阜町　5ぐ年率常盤

の啄欄が虫薫るようになって，どうやら形も誓って来た。魂柱息　各研腎を

諒に托嶺を置けもら，春に貫にそして水ヒと色そな抱が喋くようになったど

餅は竃刺ゆ慮・垂木はう∫屈卒濠生の蕃密漁愈腰で，逢えた当轟の食顎良木マ

も等ぞ大きと、緻絶化学と寒々成長して棄て、寮学す為卒儀安の楽しみの岬

つとなってし、塾。穂の蟹も茸マ蓮如してし、為のに臆軒のワンバグ右僧どもの

いたす＼しうごそれほど脅えてなし＼が、大きくなって衝くのは栗しみである。

（つ－づ＼く）
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〆岬如岬㈱酬岬・点南雲露窄象膏己加岬、、加仙恥へ岬、岬≠伽、血…、伽、叫血、岬

董「ニんどはかな．j¢常席が某苦ったな」

「軒が大変どっとじゃあないか蘇用Uの五日を温ぎて三甘間でごっ

と倍以上に－ミ＼くれ上ったものだからテンラブマイ1ごった。J

「釘とかしこ魅力のある物に．しょ力といつも体唇蔵書を叫んでL＼る

が今夜はどらだ’ゎぅ，」

「顧問一際乳封途一反治と示なlぐ　とリブヾあったがっ」

「承蕗乞ます）してすぐl二書いて莫れと蕨みこんだ求どうげっにだろう」

「次号まで接．ぼすと間の放けたも∫刀になるものもあるだろう。こう

いう嵐なやりとUはかなり耗功してし、るのではない－だろうか」

「叫回生の㈲なんかでは何か号街的な書已尊が欲しいとし＼う香壌企、あ

る巧で‾丁万上」

「うん、いっも何■か節婦しているのどが、、この通りだな。J

「これ刀＼らもっと易艦な案簸ろ事で書いてくれて、実敗報なんか枚

に立っと思うのですが㌦

「失敗章鋤＼、矢赦なんてしたことなし＼からなっ　一一一　ろん，二九ま冗談」

一一一，二回蜜と三、田宮萱のやリヒリ赫々激烈を蔑めるじゃめないが。j

「やはり平素からの寓し合いがもっとぼ嘗げでめなし＼かなJ

「言雷嵐し、なんかかど、く乱暴なのがあもな⊥

「そうだな孜索に藤原約に庖フてし＼塾のだろうj

「大鹿文章を書くということに贋札ていないのだろう．軍籍の衆意

；・・一・　・　　　　　・一、・、．．．・●　　●＼・・・′　一　㌧、

全でと懲りがどら7ごろうり」

「さぞ、そyLはどうかなっ」

「でも何か巻くと1＼うことはますます｝法要な華ビャなし＼か包∴J

「しかし　とに笥今夜はかなり集慧ったし、奄寮した孝は喜こぼし

い習じ、やめないカ＼。⊥　　　「うん、それノはそうだ。」

軋叫酬㈹醐卿

き

酬“、仙叫“加血．佃野血柵．、く、仇岨脚蝉．〆
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